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新
時
代
の
幕
開
け
の
予
感

　

平
成
31
年
全
日
本
柔
道
選
手
権
大
会
（
主
催
＝
講
道
館
、
全
日
本
柔
道
連
盟
）
は
４

月
29
日
、
日
本
武
道
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
大
会
に
は
推
薦
選
手
３
名
と
全
国
各

地
の
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
代
表
39
名
の
計
42
名
が
、
平
成
の
最
後
と
な
る
伝
統
の
体
重

無
差
別
柔
道
日
本
一
を
目
指
し
、
戦
い
に
臨
ん
だ
。

　

大
会
会
場
と
な
っ
た
日
本
武
道
館
に
は
午
前
10
時
の
開
場
を
前
に
長
蛇
の
列
が
出

来
、開
会
式
前
に
は
ほ
ぼ
満
席
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
例
年
以
上
の
報
道
陣
が
詰
め
掛
け
、

注
目
度
の
高
さ
が
う
か
が
え
た
。

　

決
勝
戦
は
ウ
ル
フ 

ア
ロ
ン
四
段
（
関
東
・
了
德
寺
学
園
職
）
が
加か

藤と
う

博ひ
ろ

剛た
か

五
段
（
関

東
・
千
葉
県
警
察
）
を
ゴ
ー
ル
デ
ン
ス
コ
ア
の
末
、
支
釣
込
足
で
技
有
を
奪
っ
て
、
初

優
勝
を
果
た
し
た
。
ウ
ル
フ
は
全
５
試
合
中
４
試
合
を
投
技
に
よ
る
一
本
勝
で
制
し
、

世
界
柔
道
選
手
権
東
京
大
会
へ
弾
み
を
つ
け
た
。
な
お
、３
位
に
は
太お
お

田た

彪ひ
ょ

雅う
が

参
段
（
東

京
・
東
海
大
学
）
と
小お

川が
わ

雄ゆ
う

勢せ
い

参
段
（
東
京
・
パ
ー
ク
24
）
が
入
賞
し
た
。

ウ
ル
フ
ア
ロ
ン
が
初
の
日
本
一
に

平
成
31
年
全
日
本
柔
道
選
手
権
大
会



決勝・ウルフ アロン対加藤博剛＝支釣込足でウルフ（右）が勝利し、初優勝を飾った
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試
合
は
国
際
柔
道
連
盟
試
合
審
判
規
定

（
２
０
１
８
―
２
０
２
０
）
お
よ
び
全
日

本
選
手
権
大
会
申
し
合
わ
せ
事
項
で
行
わ

れ
、
試
合
時
間
４
分
間
、
ス
コ
ア
に
差
が

な
い
場
合
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ス
コ
ア
（
以
下

Ｇ
Ｓ
）
に
よ
る
時
間
無
制
限
の
延
長
戦
を

行
い
、
勝
敗
を
決
し
た
。

　

な
お
、
ス
コ
ア
は
「
一
本
」、「
技
有
」、

「
有
効
」
の
３
種
類
で
、「
技
有
」
が
２
つ

で
合
技
「
一
本
」
と
し
た
。
ま
た
、
寝
技

に
お
け
る
抑
込
の
時
間
は
、
20
秒
で
「
一

本
」、
15
秒
以
上
で
「
技
有
」、
10
秒
以
上

で
「
有
効
」
と
し
た
。

■
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク

　

原は
ら

沢さ
わ

久ひ
さ

喜よ
し

（
推
薦
・
百
五
銀
行
）
は
一

時
、
オ
ー
バ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
症
候
群
で

戦
線
離
脱
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
時
期
が
あ

っ
た
。
昨
年
、
全
日
本
選
手
権
を
制
し
た

あ
と
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で
柔
道
に
専
念

す
る
た
め
」
と
所
属
し
て
い
た
日
本
中
央

競
馬
会
を
辞
め
た
。
今
年
４
月
か
ら
新
た

な
所
属
が
百
五
銀
行
（
三
重
県
）
に
決
ま

り
、「
あ
と
は
結
果
を
出
す
だ
け
」
と
今

大
会
に
臨
ん
だ
。
原
沢
は
、
２
回
戦
で
澤さ
わ

建け
ん

志し

郎ろ
う

（
北
信
越
・
石
川
県
警
）
を
、
３

回
戦
で
前ま

え

田だ

宗か
ず

哉や

（
関
東
・
自
衛
隊
体
育

学
校
）
を
そ
れ
ぞ
れ
３
分
以
内
に
内
股
で

仕
留
め
、
連
覇
へ
向
け
順
調
な
滑
り
出
し

を
見
せ
た
。

　

太お
お

田た

彪ひ
ょ

雅う
が

（
東
京
・
東
海
大
）
は
昨
年

の
全
日
本
学
生
大
会
で
は
団
体
・
個
人
の

二
冠
達
成
や
グ
ラ
ン
ド
ス
ラ
ム
・
エ
カ
テ

リ
ン
ブ
ル
グ
で
優
勝
と
、
力
を
つ
け
て
き

て
い
る
。
太
田
は
初
戦
と
な
る
２
回
戦
で

石い
し

内う
ち

裕ゆ
う

貴き

（
九
州
・
旭
化
成
）
を
釣
腰
で

有
効
を
、
３
回
戦
で
は
グ
ラ
ン
ド
ス
ラ

ム
・
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
の
優
勝
で
勢
い

に
乗
る
飯い
い

田だ

健け
ん

太た

郎ろ
う（
東
京
・
国
士
舘
大
）

か
ら
大
内
返
で
一
本
を
奪
い
、
と
も
に
Ｇ

Ｓ
で
勝
利
し
て
、
準
々
決
勝
に
駒
を
進
め

た
。

■
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク

　

今
大
会
最
年
長
33
歳
の
加か

藤と
う

博ひ
ろ

剛た
か

（
関

東
・
千
葉
県
警
）
が
登
場
。
初
戦
の
２
回

戦
は
140
㎏
の
上か
み
ば
や
し
や
ま
ゆ
う
ま

林
山
裕
馬
（
九
州
・
福
岡

県
警
）を
延
長
の
末
、小
外
刈
で
一
本
勝
。

続
く
３
回
戦
は
、
激
戦
区
の
東
京
地
区
予

選
を
勝
ち
抜
き
、
史
上
最
年
少
17
歳
１
カ

月
で
全
日
本
選
手
権
の
舞
台
に
立
っ
た
斉さ
い

藤と
う

立た
つ
る（

東
京
・
国
士
舘
高
）
と
の
対
戦
。

加
藤
は
小
内
巻
込
で
有
効
を
奪
っ
た
後
、

巧
み
な
寝
技
で
斉
藤
を
後
袈
裟
固
で
抑
え

込
ん
で
一
本
勝
。
ベ
テ
ラ
ン
ら
し
い
熟
練

序
盤
戦
（
１
〜
３
回
戦
）

A ブロック・３回戦＝原沢久喜（右）対前田宗哉A ブロック・３回戦＝太田彪雅（右）対飯田健太郎

B ブロック・３回戦＝影浦心（右）対垣田恭兵 B ブロック・３回戦＝加藤博剛（右）対斉藤立



の
技
で
観
客
を
魅
了
し
、
準
々
決
勝
進
出

を
果
た
す
。

　

100
㎏
超
級
で
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
日
本
人

ト
ッ
プ
の
影か
げ

浦う
ら

心こ
こ
ろ（
推
薦
・
日
本
中
央
競

馬
会
）
は
、
初
戦
で
影か
げ

野の

裕ひ
ろ

和か
ず

（
四
国
・

愛
媛
県
警
）
を
終
了
間
際
に
浮
落
で
の
技

有
で
制
す
と
、
続
く
３
回
戦
で
は
昨
年
の

全
日
本
実
業
団
個
人
100
㎏
級
優
勝
の
垣か
き

田た
き

恭ょ
う

兵へ
い

（
九
州
・
旭
化
成
）
を
払
巻
込
で
退

け
、
順
当
に
準
々
決
勝
進
出
を
決
め
た
。

■
Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク

　

王お
う

子じ

谷た
に

剛た
け

志し

（
推
薦
・
旭
化
成
）
は
、

こ
の
大
会
で
は
平
成
26
年
か
ら
の
５
年
間

で
優
勝
３
回
、
準
優
勝
１
回
、
３
位
１
回

と
安
定
し
た
成
績
を
残
し
て
い
る
。
今
大

会
は
ま
ず
、
２
回
戦
で
数
々
の
高
校
タ
イ

ト
ル
を
獲
得
し
て
き
た
中な
か

野の

寛か
ん

太た

（
近

畿
・
天
理
大
）
と
対
戦
。
中
野
に
延
長
ま

で
粘
ら
れ
る
も
、
最
後
は
小
内
刈
で
一
本

勝
。
３
回
戦
で
は
新
社
会
人
の
一い
っ

色し
き

勇ゆ
う

輝き

（
東
京
・
日
本
中
央
競
馬
会
）
を
試
合
時

間
残
り
30
秒
に
背
負
投
で
技
有
を
奪
い
、

苦
し
み
な
が
ら
も
勝
ち
上
が
っ
た
。

　

世
界
選
手
権
東
京
大
会
100
㎏
級
代
表
を

既
に
決
め
て
い
る
ウ
ル
フ 

ア
ロ
ン
（
関

東
・
了
德
寺
学
園
職
）
は
、
２
回
戦
か
ら

登
場
。
新に
い

添ぞ
え

悠ゆ
う

司じ

（
近
畿
・
大
阪
府
警
）

に
対
し
、
１
分
18
秒
に
内
股
で
一
本
勝
。

続
く
３
回
戦
で
は
粘
る
上う
え

田だ

轄か
つ

麻ま

（
東

京
・
日
本
製
鉄
）
に
対
し
、
積
極
的
な
攻

め
を
見
せ
、
G
S
１
分
49
秒
に
支
釣
込
足

で
上
田
を
一
気
に
回
転
さ
せ
、
一
本
勝
。

８
強
入
り
を
果
た
す
。

■
Ｄ
ブ
ロ
ッ
ク

　

昨
年
３
位
で
新
社
会
人
と
し
て
出
場
し

た
小お

川が
わ

雄ゆ
う

勢せ
い

（
東
京
・
パ
ー
ク
24
）
は
、

２
回
戦
で
古ふ
る

居い

頌し
ょ

悟う
ご（

東
海
・
愛
知
県
警
）

に
対
し
、
不
十
分
な
組
手
な
が
ら
終
始
攻

め
続
け
、
指
導
３
に
よ
り
勝
利
を
収
め

る
。
続
く
３
回
戦
で
も
尾お

原は
ら

琢た
く

仁ひ
と（
九
州
・

旭
化
成
）
に
攻
め
あ
ぐ
ね
る
場
面
が
あ
っ

た
が
、
小
川
は
Ｇ
Ｓ
に
入
り
主
導
権
を
握

る
と
尾
原
を
指
導
３
に
追
い
込
ん
で
、
辛か
ら

く
も
勝
利
し
、
準
々
決
勝
に
進
出
。

　

東
京
予
選
を
制
し
て
、
勝
ち
上
が
っ
て

き
た
佐さ

藤と
う

和か
ず

哉や

（
東
京
・
日
本
製
鉄
）
と

昨
年
の
講
道
館
杯
100
㎏
級
優
勝
の
熊く
ま

代し
ろ

佑ゆ
う

輔す
け

（
東
京
・
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
）
の
８
強
入
り

を
か
け
た
試
合
は
、
佐
藤
は
釣
手
を
下
か

ら
、
熊
代
は
上
か
ら
持
ち
、
互
い
に
攻
撃

の
機
会
を
窺う
か
がう
。
互
い
に
指
導
２
ま
で
累

積
し
、
本
戦
４
分
が
終
了
。
延
長
１
分
43

秒
、
膠こ
う

着ち
ゃ
く状

態
が
続
く
か
に
思
え
た
次

の
瞬
間
、
両
者
同
時
に
３
つ
目
の
指
導
が

宣
告
さ
れ
る
。
大
会
史
上
初
と
な
る
両
者

反
則
負
に
よ
る
勝
者
な
し
と
な
っ
た
。

C ブロック・３回戦＝王子谷剛志（奥）対一色勇輝C ブロック・３回戦＝ウルフ アロン（上）対上田轄麻

　D ブロック・３回戦＝佐藤和哉（右）対熊代佑輔 D ブロック・３回戦＝小川雄勢（左）対尾原琢仁
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太
田
彪
雅　

袖
釣
込
腰　

原
沢
久
喜

　

原
沢
、
太
田
と
も
に
右
組
の
相
四
つ
。

　

こ
こ
ま
で
落
ち
着
い
た
試
合
運
び
で
、

完
璧
な
勝
ち
上
が
り
を
見
せ
る
原
沢
。
身

長
で
上
回
る
原
沢
は
太
田
の
奥
襟
を
摑つ
か

む

た
め
、
前
に
出
て
圧
を
掛
け
て
い
く
。
１

分
10
秒
、
太
田
は
原
沢
が
前
に
出
て
く
る

と
こ
ろ
に
、
意
表
を
突
く
袖
釣
込
腰
を
仕

掛
け
、
一
瞬
原
沢
の
体
が
崩
れ
る
。
ポ
イ

ン
ト
に
は
な
ら
な
か
っ
た
が
会
場
が
ど
よ

め
く
。
し
か
し
原
沢
は
落
ち
着
い
て
い

た
。
し
っ
か
り
と
自
分
の
組
手
を
作
り
太

田
を
徐
々
に
追
い
詰
め
る
。
太
田
は
原
沢

の
圧
力
に
防
戦
一
方
状
態
。
不
十
分
な
技

で
は
原
沢
の
牙
城
は
崩
せ
な
い
。
思
い
通

り
に
攻
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
太
田
は
２

つ
目
の
指
導
を
受
け
る
。

　

Ｇ
Ｓ
に
入
る
と
、
原
沢
は
一
段
ギ
ア
を

あ
げ
、
大
外
刈
を
軸
に
内
股
を
織
り
交

ぜ
、
太
田
を
攻
め
立
て
る
。

　

追
い
詰
め
ら
れ
た
太
田
が
攻
勢
に
出

る
。
こ
れ
に
対
し
、
原
沢
の
本
能
が
危
険

を
察
知
し
た
の
か
思
わ
ず
「
首
抜
き
」
の

反
則
を
し
て
し
ま
い
指
導
を
受
け
る
。
太

田
は
徐
々
に
原
沢
の
釣
手
を
下
げ
、
自
分

の
組
手
を
作
り
、
流
れ
を
引
き
寄
せ
始
め

る
。
こ
こ
で
原
沢
に
も
２
つ
目
の
指
導
が

与
え
ら
れ
る
。
延
長
３
分
が
過
ぎ
て
か
ら

原
沢
の
組
手
が
雑
に
な
り
始
め
る
。

　

Ｇ
Ｓ
４
分
40
秒
、
原
沢
が
太
田
の
背
中

を
持
と
う
と
中
途
半
端
に
腕
を
伸
ば
し
た

と
こ
ろ
、
太
田
が
変
則
の
袖
釣
込
腰
で
技

有
を
奪
い
、
勝
負
あ
り
。
太
田
は
自
身
初

の
ベ
ス
ト
４
進
出
を
決
め
た
。
こ
の
瞬

間
、
原
沢
の
連
覇
の
夢
が
途
絶
え
た
。

　

加
藤
博
剛　

○
支
釣
込
足　

影
浦　

心

　

加
藤
と
影
浦
と
も
に
左
組
の
相
四
つ
。

勝
負
は
開
始
16
秒
、
一
瞬
で
決
ま
っ
た
。

加
藤
が
釣
手
を
摑
ん
だ
瞬
間
だ
っ
た
。
電

光
石
火
の
支
釣
込
足
で
影
浦
を
畳
に
沈
め

た
。
仕
掛
け
た
加
藤
自
身
も
驚
き
の
表
情

を
見
せ
、
投
げ
ら
れ
た
影
浦
は
呆
然
と
立

ち
尽
く
し
、
何
が
起
き
た
か
わ
か
ら
な
い

ま
ま
、
試
合
場
を
後
に
し
た
。

準
々
決
勝
①

準
々
決
勝
②

　　　　 準々決勝①＝太田彪雅対原沢久喜
　　　　 太田（右）は前回王者・原沢から技有を奪って勝利した

　準々決勝②＝加藤博剛（上）対影浦心

「
連
覇
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
が
、
準
々

決
勝
で
は
終
始
相
手
の
ペ
ー
ス
で
、
自
分

の
柔
道
が
全
く
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
も

っ
と
戦
い
方
を
工
夫
で
き
た
か
な
と
思
い

ま
す
。

　

我
慢
強
く
戦
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
最
後
は
隙
を
つ
か

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
選
抜
体
重
別
選
手

権
ま
で
は
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
も
良
か
っ
た

の
で
す
が
…
…
。

　

世
界
選
手
権
ま
で
は
少
し
時
間
が
あ
り

ま
す
。
国
際
試
合
は
試
合
の
ス
ピ
ー
ド
や

審
判
の
や
り
方
も
変
わ
っ
て
く
る
の
で
、

し
っ
か
り
準
備
し
、
対
応
で
き
る
よ
う
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
」

「
試
合
が
終
わ
っ
た
ば
か
り
で
気
持
ち
の

整
理
が
で
き
て
い
な
い
で
す
。
実
力
は
つ

原
はら

沢
さわ

久
ひさ

喜
よし

（百五銀行）
準々決勝敗退

　影
かげ

浦
うら

　心
こころ

　
（日本中央競馬会）
準々決勝敗退



　
ウ
ル
フ 
ア
ロ
ン　
○
内
股　

王
子
谷
剛
志

　

一
昨
年
の
決
勝
戦
で
死
闘
を
演
じ
た
二

人
が
再
び
相あ
い

見ま
み

え
た
。
ウ
ル
フ
は
王
子
谷

よ
り
一
つ
下
の
階
級
な
が
ら
力
負
け
す
る

こ
と
な
く
圧
を
掛
け
る
。
試
合
序
盤
か
ら

場
外
際
に
追
い
込
ま
れ
る
場
面
が
多
い
王

子
谷
。
試
合
開
始
２
分
24
秒
で
王
子
谷
が

ブ
ロ
ッ
ク
（
極
端
な
防
御
姿
勢
）
し
た
と

判
定
さ
れ
、
２
つ
目
の
指
導
を
受
け
る
。

納
得
で
き
な
い
表
情
を
浮
か
べ
る
王
子

谷
。
こ
こ
か
ら
試
合
の
流
れ
は
徐
々
に
ウ

ル
フ
に
傾
き
始
め
る
。

　

追
い
詰
め
ら
れ
た
王
子
谷
が
こ
こ
で
秘

策
を
出
す
。
右
組
の
王
子
谷
が
左
の
大
外

刈
を
仕
掛
け
る
。
ウ
ル
フ
は
一
瞬
戸
惑
う

も
こ
れ
を
し
っ
か
り
と
堪こ
ら

え
る
。
試
合
終

了
直
前
に
ウ
ル
フ
が
内
股
の
フ
ェ
イ
ン
ト

か
ら
小
外
掛
け
を
繰
り
出
す
。
王
子
谷
が

こ
れ
を
内
股
に
切
り
返
し
た
と
こ
ろ
で
本

戦
終
了
。
勝
負
の
行
方
は
Ｇ
Ｓ
へ
。

　

延
長
に
入
り
、
両
者
激
し
い
技
の
攻
防

を
展
開
。
一
つ
一
つ
の
技
の
応
酬
に
会
場

の
ボ
ル
テ
ー
ジ
が
上
が
る
。
延
長
56
秒
、

ウ
ル
フ
の
大
内
刈
で
王
子
谷
の
体
が
大
き

く
崩
れ
る
も
ポ
イ
ン
ト
に
は
な
ら
な
い
。

反
対
に
王
子
谷
は
、
ウ
ル
フ
が
内
股
に
入

っ
て
き
た
と
こ
ろ
を
谷
落
で
切
り
返
す
。

こ
の
技
に
主
審
が
ビ
デ
オ
検
証
を
要
求
す

る
。
し
か
し
上
半
身
の
キ
メ
が
甘
く
王
子

谷
に
ポ
イ
ン
ト
は
入
ら
ず
試
合
続
行
。
疲

れ
の
見
え
た
王
子
谷
に
ウ
ル
フ
は
攻
撃
の

手
を
緩
め
な
い
。
延
長
２
分
14
秒
、
最
後

は
ウ
ル
フ
が
帯
を
持
っ
て
捻
り
な
が
ら
の

内
股
で
王
子
谷
を
投
げ
切
り
一
本
勝
。
東

海
大
学
の
先
輩
・
後
輩
対
決
は
後
輩
の
ウ

ル
フ
が
制
し
た
。
会
場
か
ら
は
両
者
に
惜

し
み
な
い
拍
手
が
送
ら
れ
た
。

　

小
川
雄
勢　

○
不
戦
勝

　

３
回
戦
で
佐
藤
と
熊
代
が
両
者
反
則

負
を
宣
告
さ
れ
た
た
め
、
小
川
の
準
々
決

勝
は
不
戦
勝
と
な
っ
た
。
小
川
は
体
力
を

温
存
し
た
ま
ま
、
準
決
勝
へ
進
ん
だ
。

準
々
決
勝
③

準
々
決
勝
④

　　　　　準々決勝③＝ウルフ アロン対王子谷剛志
　　　　　ウルフ（左）は先輩・王子谷に対し、内股で一本勝を収める

い
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
結
果
が

出
て
い
な
い
の
で
ど
う
し
た
ら
い
い
か
、

こ
れ
か
ら
し
っ
か
り
考
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
て
、
リ

ネ
ー
ル
を
絶
対
に
倒
し
た
い
と
い
う
気
持

ち
に
変
わ
り
は
な
い
の
で
、
諦
め
ず
に
頑

張
っ
て
い
き
た
い
で
す
」

「
相
手
（
ウ
ル
フ
）
が
強
か
っ
た
。
そ
れ

だ
け
で
す
。
一
昨
年
の
決
勝
戦
以
来
の
対

戦
で
、
練
習
で
も
組
み
合
わ
ず
過
ご
し
て

き
ま
し
た
。
非
常
に
組
手
を
切
る
力
が
付

い
て
い
て
驚
き
ま
し
た
。
今
回
は
２
つ
の

秘
策
を
持
っ
て
き
ま
し
た
。
密
着
し
て
か

ら
の
小
外
刈
と
逆
の
大
外
刈
で
す
。
結
果

は
２
つ
と
も
防
が
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

改
め
て
柔
道
は
奥
が
深
い
と
感
じ
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。
負
け
て
言
う
こ
と
で
は
な
い

で
す
が
、
今
日
は
自
分
の
思
い
通
り
の
柔

道
が
で
き
た
こ
と
で
楽
し
く
試
合
が
で
き

ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
こ
と
は
関
係
者
の
方
と
相

談
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

王
おう

子
じ

谷
たに

剛
たけ

志
し

（旭化成）
準々決勝敗退
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加
藤
博
剛　

○
巴
投　

太
田
彪
雅

　

太
田
が
右
組
、
加
藤
が
左
組
の
ケ
ン
カ

四
つ
。
試
合
序
盤
か
ら
太
田
は
早
く
捕
ま

え
て
技
を
出
し
た
い
と
こ
ろ
。
対
す
る
加

藤
は
巴
投
を
軸
に
攻
撃
を
組
み
立
て
る
。

太
田
が
積
極
的
に
前
に
出
る
も
加
藤
が
絶

妙
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
巴
投
で
太
田
の
技
の

出で

端ば
な

を
抑
え
る
。
太
田
は
組
み
勝
つ
こ
と

が
で
き
て
も
効
果
的
な
技
を
出
す
こ
と
が

で
き
ず
に
指
導
を
受
け
る
。
加
藤
は
再
三

の
巴
投
で
太
田
を
宙
に
浮
か
せ
る
。
そ
の

　
ウ
ル
フ 

ア
ロ
ン　

○
大
内
刈　

小
川
雄
勢

　

両
者
左
組
の
相
四
つ
。
ウ
ル
フ
は
準
々

決
勝
で
延
長
戦
の
末
、
王
子
谷
戦
を
乗
り

越
え
て
勝
ち
上
が
っ
て
き
た
。
一
方
の
小

川
は
、
準
々
決
勝
を
不
戦
勝
で
終
え
、
体

力
に
不
安
が
な
い
状
態
で
準
決
勝
の
畳
に

上
が
っ
た
。

　

ウ
ル
フ
は
試
合
開
始
直
後
か
ら
前
に
出

な
が
ら
圧
を
掛
け
て
い
く
。
ウ
ル
フ
は
自

分
よ
り
背
の
高
い
小
川
に
対
し
奥
襟
を
摑

み
、
足
技
か
ら
小
川
を
攻
め
る
。
ウ
ル
フ

の
奥
襟
を
明
ら
か
に
嫌
っ
て
い
る
小
川
は

度
に
会
場
か
ら
沸
き
起
こ
る
歓
声
。
加
藤

は
完
全
に
試
合
の
主
導
権
を
握
っ
た
。

　

そ
の
直
後
、
太
田
を
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が

襲
う
。
左
膝
に
違
和
感
を
覚
え
、
思
う
よ

う
に
動
け
な
い
太
田
。
試
合
開
始
２
分
39

秒
で
太
田
に
２
つ
目
の
指
導
が
与
え
ら
れ

る
。
苦く

悶も
ん

の
表
情
を
浮
か
べ
る
太
田
に
対

し
、
加
藤
は
執し
つ

拗よ
う

に
巴
投
で
攻
め
る
。

　

残
り
時
間
24
秒
、
加
藤
の
こ
だ
わ
り
続

け
た
巴
投
が
太
田
を
捉
え
る
。
太
田
の
体

は
綺
麗
に
宙
を
舞
い
、
加
藤
が
一
本
勝
を

収
め
る
。
加
藤
は
優
勝
し
た
平
成
24
年
以

来
の
決
勝
進
出
を
果
た
し
た
。

場
外
際
ま
で
追
い
込
ま
れ
る
。
ウ
ル
フ
は

小
川
が
押
し
返
し
て
く
る
と
こ
ろ
を
小
外

刈
や
大
内
刈
で
合
わ
せ
る
も
ポ
イ
ン
ト
に

は
な
ら
ず
。
そ
の
後
も
ウ
ル
フ
は
動
き
な

が
ら
連
続
で
技
を
繰
り
出
す
。
開
始
２
分

17
秒
、
ウ
ル
フ
が
大
内
刈
で
小
川
を
押
し

込
ん
で
あ
わ
や
ポ
イ
ン
ト
か
と
思
わ
れ
た

が
、
こ
れ
も
ノ
ー
ス
コ
ア
の
判
定
。

　

ウ
ル
フ
は
小
川
の
強
引
な
支
釣
込
足
に

対
し
、
連
続
の
小
外
刈
で
尻
餅
を
つ
か
せ

る
。
さ
ら
に
技
を
掛
け
続
け
た
ウ
ル
フ

は
、
残
り
32
秒
の
と
こ
ろ
で
仕
掛
け
た
大

内
刈
が
し
っ
か
り
と
小
川
の
右
足
を
捉
え

て
、
一
本
勝
で
決
勝
に
駒
を
進
め
た
。

準
決
勝
戦
①

準
決
勝
戦
②

　　　　　　準決勝①・加藤博剛対太田彪雅＝
加藤（右）のこだわり続けた巴投が太田を捉える

準決勝②＝ウルフ アロン対小川雄勢
ウルフ（下）が大内刈で小川に一本勝で決勝進出を決めた



ウ
ル
フ
ア
ロ
ン　

支
釣
込
足　

加
藤
博
剛

　

100
㎏
超
級
以
外
の
選
手
同
士
が
決
勝
戦

を
戦
う
の
は
平
成
23
年
の
鈴す
ず

木き

桂け
い

治じ

（
現

男
子
日
本
代
表
コ
ー
チ
）と
穴あ
な

井い

隆た
か

将ま
さ（

現

天
理
大
学
職
）
以
来
の
８
年
ぶ
り
。

　

勝
つ
の
は
７
年
ぶ
り
２
度
目
の
優
勝
を

目
指
す
最
年
長
出
場
33
歳
の
加
藤
か
。
対

す
る
ウ
ル
フ
は
４
度
目
の
挑
戦
で
初
優
勝

の
栄
冠
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る

か
。
会
場
中
の
注
目
を
集
め
た
平
成
最
後

の
頂
上
決
戦
。
両
者
は
落
ち
着
い
た
表
情

で
決
勝
の
畳
に
上
が
る
。

　

序
盤
は
静
か
な
立
ち
上
が
り
と
な
っ

た
。
膠
着
し
た
試
合
展
開
に
１
分
20
秒
で

両
者
に
指
導
が
与
え
ら
れ
る
。
先
に
主
導

権
を
握
り
た
い
ウ
ル
フ
だ
っ
た
が
、
加
藤

は
徹
底
し
た
組
手
争
い
と
寝
技
で
ウ
ル
フ

の
思
い
通
り
に
は
さ
せ
な
い
。
ウ
ル
フ
は

加
藤
に
合
わ
せ
る
こ
と
な
く
自
分
で
釣
手

を
取
り
に
行
く
。
前
に
出
て
く
る
と
こ
ろ

を
う
ま
く
捌
き
、
寝
技
を
狙
う
加
藤
。

　

３
分
が
過
ぎ
、
先
に
動
い
た
の
は
ウ
ル

フ
。
得
意
の
パ
ワ
ー
柔
道
で
加
藤
の
頭
を

下
げ
る
。
ウ
ル
フ
は
優
位
な
組
手
を
作
る

も
決
め
き
れ
な
い
。
苦
し
い
状
況
の
加

藤
。
静
ま
り
返
る
場
内
。
観
客
が
固か
た

唾ず

を

飲
ん
で
見
守
る
中
、
あ
っ
と
い
う
間
に
４

分
が
経
過
し
、
本
戦
が
終
了
。

　

延
長
に
入
り
、
い
き
な
り
加
藤
が
勝
負

に
出
る
。
引
手
が
取
れ
な
い
加
藤
は
右
手

で
ウ
ル
フ
の
脇
腹
の
あ
た
り
を
摑
み
、
巴

投
を
仕
掛
け
る
。
ウ
ル
フ
の
体
が
浮
き
上

が
り
、
こ
れ
で
一
気
に
会
場
が
沸
く
。

　

こ
れ
を
機
に
ウ
ル
フ
が
ギ
ア
を
上
げ
、

反
撃
に
出
る
。
年
齢
差
10
歳
と
い
う
差

が
、
ス
タ
ミ
ナ
の
差
と
し
て
現
れ
始
め
る

と
、
徐
々
に
ウ
ル
フ
ペ
ー
ス
に
。

　

延
長
１
分
29
秒
、
加
藤
の
頭
を
下
げ
、

組
手
十
分
に
な
っ
た
ウ
ル
フ
が
繰
り
出
し

た
支
釣
込
足
で
、
加
藤
の
体
が
回
転
す

る
。
ウ
ル
フ
は
逃
れ
よ
う
と
す
る
加
藤
を

し
っ
か
り
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
背
中
か
ら

畳
に
付
け
技
有
を
奪
い
、
初
優
勝
を
決
め

た
。
技
有
の
宣
告
の
瞬
間
、
ウ
ル
フ
は
思

わ
ず
右
手
を
突
き
上
げ
、
喜
び
を
爆
発
。

　

ウ
ル
フ
は
平
成
最
後
の
全
日
本
選
手
権

覇
者
と
な
っ
た
。

決
勝
戦

　　　　　　　　　　　　　決勝＝ウルフ アロン対加藤博剛
　　　　　　　　　　　　　ウルフ（上）は加藤から支釣込足で技有を奪って初優勝を決めた
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◎
優
勝
＝
ウ
ル
フ
ア
ロ
ン
選
手
（
了
德
寺
学
園
職
）

ち
が
強
か
っ
た
で
す
。
無
差
別
の
大
会
で

日
本
で
一
番
強
い
と
証
明
で
き
る
舞
台
は

こ
こ
し
か
な
い
の
で
」

　

今
日
は
初
戦
か
ら
思
い
通
り
の
試
合
展

開
で
一
気
に
頂
点
ま
で
駆
け
上
が
っ
た
。

100
㎏
級
の
選
手
が
体
重
無
差
別
の
全
日
本

選
手
権
に
出
場
す
る
こ
と
に
ど
ん
な
意
味

が
あ
っ
た
の
か
。

「
減
量
が
な
か
っ
た
分
、
十
二
分
に
自
分

の
力
を
発
揮
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
本
来

の
100
㎏
級
で
も
、
こ
の
力
を
出
せ
る
よ
う

に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

前
か
ら
意
識
し
て
い
た
こ
と
で
す
が
、

100
㎏
級
の
外
国
人
選
手
を
相
手
に
す
る
に

は
、
国
内
の
100
㎏
超
級
の
選
手
に
負
け
て

は
い
ら
れ
な
い
と
い
う
気
持
ち
で
試
合
に

臨
み
ま
し
た
。
100
㎏
超
級
の
日
本
人
選
手

を
100
㎏
級
の
外
国
人
に
見
立
て
、
バ
ラ
ン

ス
を
崩
し
て
投
げ
る
こ
と
が
で
き
、
手
応

え
を
感
じ
ま
し
た
」

　

す
で
に
世
界
選
手
権
日
本
代
表
に
内
定

し
て
い
た
の
だ
か
ら
出
場
を
回
避
す
る
こ

と
も
で
き
た
は
ず
。
怪
我
の
リ
ス
ク
な
ど

を
考
え
な
か
っ
た
の
か
。

「
代
表
に
選
ば
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
世

界
選
手
権
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
行
わ
れ
る

会
場
と
い
う
こ
と
で
今
回
の
出
場
を
決
め

ま
し
た
。
緊
張
せ
ず
に
自
分
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
発
揮
で
き
た
の
で
、
今
後
の
自

信
に
つ
な
が
っ
た
と
思
い
ま
す
」

　

改
め
て
加
藤
選
手
と
の
決
勝
戦
を
振
り

返
っ
て
も
ら
っ
た
。

「
加
藤
選
手
攻
略
へ
の
生
命
線
は
『
加
藤

選
手
の
右
手
を
自
由
に
さ
せ
な
い
こ
と
』

で
し
た
。
そ
こ
か
ら
の
巴
投
を
警
戒
し
て

い
ま
し
た
。
長
期
戦
に
な
れ
ば
ベ
テ
ラ
ン

の
選
手
な
の
で
ス
タ
ミ
ナ
面
で
（
自
分

が
）
有
利
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
」

　

平
成
最
後
を
最
高
の
形
で
締
め
く
く
っ

た
ウ
ル
フ
選
手
は
、
こ
れ
で
全
日
本
選
手

権
、
世
界
選
手
権
を
制
し
、
柔
道
三
冠
に

王
手
を
か
け
た
こ
と
に
な
る
。
今
年
令
和

元
年
に
早
速
、
世
界
選
手
権
、
来
年
に
は

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
迎
え
る
。
今
後
の

目
標
を
聞
い
た
。

「
共
に
東
京
開
催
と
い
う
こ
と
で
、
優
勝

し
て
新
時
代
に
最
高
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り

た
い
で
す
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
優
勝

し
て
三
冠
柔
道
家
に
な
り
た
い
で
す
」

　

新
し
い
時
代
が
幕
を
開
け
、
歴
史
に
名

を
刻
む
こ
と
は
で
き
る
の
か
。
ウ
ル
フ
選

手
の
三
冠
柔
道
家
へ
の
挑
戦
が
始
ま
る
。

　

普
段
、
あ
ま
り
感
情
を
表
に
出
さ
な
い

ウ
ル
フ
選
手
が
、
試
合
終
了
後
、
目
に
光

る
も
の
を
見
せ
た
。

「
ず
っ
と
目
標
に
し
て
い
た
大
会
で
優
勝

で
き
て
う
れ
し
い
で
す
。
一
昨
年
は
２

位
、
昨
年
は
半
月
板
の
故
障
で
出
場
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回
優
勝
が
決
ま
っ
た

瞬
間
、
や
っ
て
き
た
対
策
や
努
力
、
練
習

が
す
べ
て
実
っ
た
瞬
間
だ
っ
た
の
で
感
極

ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
試
合
中
も
会
場

の
歓
声
や
応
援
が
力
に
な
り
ま
し
た
」

　

最
高
の
舞
台
で
最
高
の
結
果
を
出
し
た

ウ
ル
フ
選
手
。
大
会
前
か
ら
優
勝
へ
の
思

い
は
強
か
っ
た
。

「
こ
の
舞
台
に
立
て
る
こ
と
へ
の
感
謝
と

喜
び
を
感
じ
ま
し
た
。
し
か
し
出
る
だ
け

で
は
な
く
優
勝
し
た
か
っ
た
と
い
う
気
持

〝
三
冠　
　
　

柔
道
家
〟を
目
指
し
て

「
若
い
選
手
が
多
い
中
、
最
年
長
の
自
分

が
こ
ん
な
結
果
を
出
し
て
い
い
の
か
と
…

な
ん
だ
か
申
し
訳
な
い
で
す
ね
（
笑
）

　

試
合
の
内
容
的
に
は
自
分
の
い
い
と
こ

ろ
は
出
せ
た
と
思
い
ま
す
。
若
い
人
た
ち

と
戦
え
る
こ
と
が
一
番
嬉
し
い
で
す
。
ウ

ル
フ
選
手
は
本
当
に
若
く
て
元
気
だ
な
と

思
い
ま
し
た
。

　

今
回
披
露
で
き
な
か
っ
た
技
も
あ
る
の

で
、
今
後
も
大
会
に
出
場
し
続
け
、
最
多

出
場
を
狙
い
つ
つ
、
試
合
で
は
面
白
い
試

合
を
見
せ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
」

「
準
決
勝
が
一
番
の
山
場
だ
と
思
っ
て
い

ま
し
た
が
、
越
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
の
は
自
分
の
力
不
足
で
す
。
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
ま
で
１
年
。
悪
い
と
こ
ろ
の
改

善
だ
け
で
な
く
、
不
足
し
て
い
る
も
の
を

補
っ
て
い
く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
」

準優勝
加
か

藤
とう

博
ひろ

剛
たか

（千葉県警）

第３位
小
お

川
がわ

雄
ゆう

勢
せい

（パーク24）

全
日
本
選
手
権

世
界
選
手
権

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

（

）



優勝　　　　　　　

辻
本
　
拓
記 

四
段 

（
近
　
畿
・
兵
庫
県
警
察
） 

初

北
山
　
　
彰 

参
段 

（
北
信
越
・
石
川
県
警
察
） 

初

熊
代
　
佑
輔 

五
段 

（
東
　
京
・
A
L
S
O
K
） 

４

大
町
　
隆
雄 

参
段 

（
中
　
国
・
山
口
県
警
察
） 

初

七
戸
　
　
龍 

五
段 

（
九
　
州
・
九
州
電
力
） 

９

佐
藤
　
和
哉 

参
段 

（
東
　
京
・
日
本
製
鉄
） 

３

春
山
　
友
紀 

四
段 

（
関
　
東
・
自
衛
隊
体
育
学
校
） 

２

瀧
田
真
太
郎 

参
段 

（
北
海
道
・
北
海
道
警
察
） 

２

尾
原
　
琢
仁 

四
段 

（
九
　
州
・
旭
化
成
） 

２

古
居
　
頌
悟 

参
段 

（
東
　
海
・
愛
知
県
警
察
） 

初

小
川
　
雄
勢 

参
段 

（
東
　
京
・
パ
ー
ク
24
） 

４

河
坂
　
有
希 

五
段 

（
四
　
国
・
愛
媛
県
警
察
） 

２

郡
司
　
拳
佑 

四
段 

（
九
　
州
・
旭
化
成
） 

２

上
田
　
轄
麻 

参
段 

（
東
　
京
・
日
本
製
鉄
） 

４

新
添
　
悠
司 

参
段 

（
近
　
畿
・
大
阪
府
警
察
） 

初

ウ
ル
フ 

ア
ロ
ン 

四
段 

（
関

　東
・
了
德
寺
学
園
職
） 

４

佐
藤
　
正
大 

四
段 

（
関
　
東
・
自
衛
隊
体
育
学
校
） 

初

藤
本
　
英
謙 

四
段 

（
東
　
北
・
青
森
県
警
察
） 

初

一
色
　
勇
輝 

参
段 

（
東
　
京
・
日
本
中
央
競
馬
会
） 

２

中
野
　
寛
太 

参
段 

（
近
　
畿
・
天
理
大
学
） 

２

王
子
谷
剛
志 

五
段 

（
推
　
薦
・
旭
化
成
） 

７

北
野
　
裕
一 

参
段 

（
東
　
京
・
パ
ー
ク
24
） 

３

下
和
田
翔
平 

五
段 

（
関
　
東
・
京
葉
ガ
ス
） 

４

垣
田
　
恭
兵 

五
段 

（
九
　
州
・
旭
化
成
） 

６

本
間
　
稔
永 

四
段 

（
東
　
北
・
山
形
県
警
察
） 

初

影
野
　
裕
和 

五
段 

（
四
　
国
・
愛
媛
県
警
察
） 

５

影
浦
　
　
心 

参
段 

（
推
　
薦
・
日
本
中
央
競
馬
会
） 

３

斉
藤
　
　
立 

参
段 

（
東
　
京
・
国
士
舘
高
校
） 

初

加
藤
　
大
志 

四
段 

（
北
海
道
・
北
海
道
警
察
） 

初

黒
岩
　
貴
信 

参
段 

（
近
　
畿
・
日
本
製
鉄
） 

２

上
林
山
裕
馬 

四
段 

（
九
　
州
・
福
岡
県
警
察
） 

２

加
藤
　
博
剛 

五
段 

（
関
　
東
・
千
葉
県
警
察
） 

11

上
川
　
大
樹 

五
段 

（
中
　
国
・
広
島
刑
務
所
） 

９

石
内
　
裕
貴 

四
段 

（
九
　
州
・
旭
化
成
） 

２

太
田
　
彪
雅 

参
段 

（
東
　
京
・
東
海
大
学
） 

２

大
辻
　
康
太 

四
段 

（
近
　
畿
・
桐
蔭
横
浜
大
学
） 

３

飯
田
健
太
郎 

参
段 

（
東
　
京
・
国
士
舘
大
学
） 

２

村
上
　
　
拓 

四
段 

（
関
　
東
・
愛
知
県
警
察
） 

３

前
田
　
宗
哉 

参
段 

（
東
　
海
・
自
衛
隊
体
育
学
校
） 

初

中
村
　
剛
教 

五
段 

（
近
　
畿
・
大
阪
府
警
察
） 

２

澤
　
建
志
郎 

四
段 

（
北
信
越
・
石
川
県
警
察
） 

初

原
沢
　
久
喜 

五
段 

（
推
　
薦
・
百
五
銀
行
） 

７

ウルフ アロン

○
内
股

Ａブロック Ｂブロック Ｃブロック Ｄブロック

平成31年　全日本柔道選手権大会

　釣
腰

　払
巻
込

○
支
釣
込
足

　背
負
投

○
支
釣
込
足

　袖
釣
込
腰

○
小
外
刈 ○

払
腰

　大
外
刈○
横
四
方
固

○
大
内
返

○
内
股

○
肩
車

○
反
則
負

○
巴
投

○
反
則
負

◯
大
内
刈

　谷
落

○
後
袈
裟
固

○
大
内
刈

　

○
大
内
刈
＋
崩
袈
裟
固

○
内
股

○
隅
落

　大
外
刈

○
反
則
負

○
反
則
負

○
内
股

○
反
則
負

　大
内
返

○
内
股
巻
込

　釣
込
腰

　浮
落

○
小
外
掛

○
小
内
刈

○
大
外
刈

○
不
戦
勝

　段
位

　地
区

　
　所
属

　
　
　
　
　
　出
場
回
数

　支
釣
込
足

◯
反
則
負

　小
外
刈

両
者
反
則
負

世
界
柔
道
選
手
権
東
京
大
会

　
　
男
子
代
表
選
手
が
決
定

　

今
大
会
は
本
年
８
月
25
日
〜
９
月
１
日

に
東
京
で
開
催
さ
れ
る
世
界
柔
道
選
手
権

大
会
の
日
本
代
表
100
㎏
超
級
の
最
終
選
考

を
兼
ね
て
行
わ
れ
、
大
会
終
了
後
の
強
化

委
員
会
で
原
沢
久
喜
が
代
表
に
選
出
さ
れ

た
。
こ
れ
に
よ
り
世
界
選
手
権
に
臨
む
個

人
戦
の
全
階
級
と
団
体
戦
の
男
子
日
本
代

表
選
手
が
決
定
し
た
。

▽
60
㎏
級　
　

髙
藤　

直
寿

　
　
　
　
　
　

永
山　

竜
樹

▽
66
㎏
級　
　

丸
山
城
志
郎

　
　
　
　
　
　

阿
部
一
二
三

▽
73
㎏
級　
　

大
野　

将
平

▽
81
㎏
級　
　

藤
原
崇
太
郎

▽
90
㎏
級　
　

向　

翔
一
郎

▽
100
㎏
級　
　

ウ
ル
フ 

ア
ロ
ン

▽
100
㎏
超
級　

原
沢　

久
喜

▽
73
㎏
級　
　

橋
本　

壮
市

▽
90
㎏
級　
　

村
尾
三
四
郎

▽
90
㎏
超
級　

影
浦　

心

■
個
人
戦

■
団
体
戦



〈広告〉

その歴史と技法柔道柔道
筑波大学体育系教授 藤堂 良明 著

第一章　組討ちの起こりと技法
　　　　　体術の起こりと技法
　　　　　組討ちの体系化と技法

第二章　柔術諸流派の歴史と技法
　　　　　竹内流腰廻
　　　　　関口新心流柔術
　　　　　起倒流柔術
　　　　　起倒流柔道
　　　　　直信流柔道
　　　　　真之神道流柔術
　　　　　天神真楊流柔術

第三章　講道館柔道の歴史と技法
　　　　　講道館柔道の創設と技法
　　　　　嘉納治五郎の乱取開発
　　　　　講道館柔道の行事と整備
　　　　　警視庁武術大会の勝利と技法
　　　　　学校体操への柔道導入の試み
　　　　　学校における柔道普及の実態
　　　　　高専柔道の起こりと技法
　　　　　嘉納治五郎の他武道への接近
　　　　　精力善用国民体育の創案と技法
　　　　　全日本柔道選士権大会の開催と技法

第四章　第二次世界大戦後の柔道復活と技法
　　　　　第二次大戦中の柔道界と技法
　　　　　第二次大戦後の柔道禁止と復活
　　　　　格技柔道から武道柔道へ
　　　　　女子柔道の競技化と技法

第五章　柔道技法の変遷と国際化への課題
　　　　　柔道技法の変遷と特徴
　　　　　柔道の国際的普及と発展
　　　　　段位制度の国際比較
　　　　　柔道の国際化と課題

目　次

　柔道の歴史を振り返りつつ、その技法が、どのように
形作られてきたのかを、丁寧に解説しています。

四六判・上製・330頁・本体2,400円＋税

　武道の稽古は、技を通して精神を磨き、やがて社会のため
になるという教育の道でもあった。時代は移り変われども、日本
の伝統に培われた〝武道としての柔道〟を見失わないでいた
だきたいと願うものである。（本書「あとがき」より抜粋）

「原点に帰る」には、「原点を知る」必要がある。



〈広告〉

向
井
幹
博
（
む
か
い

　み
き
ひ
ろ
）
著

公
益
財
団
法
人
講
道
館
道
場
指
導
部
課
長

〈
目
次
〉

第
１
部
　
解
説
編

　
第
一
章
　
少
年
柔
道
は
柔
道
指
導
の
原
点

　
第
二
章
　
基
本
動
作
の
指
導

　
第
三
章
　
技
の
指
導

　
第
四
章
　
教
育
の
中
の
柔
道

　
第
五
章
　
指
導
の
工
夫

　
第
六
章
　
少
年
規
定
の
変
遷
と
問
題
点

　
第
七
章
　
柔
道
の
安
全
指
導

　
第
八
章
　
東
日
本
大
震
災
へ
の
講
道
館
の
対
応

　
第
九
章
　
少
年
柔
道
の
未
来
の
た
め
に

第
２
部
　
実
技
編

　
第
一
章
　
礼
法
の
指
導

　
第
二
章
　
受
け
身
の
指
導

　
第
三
章
　
基
本
動
作
の
指
導

　
第
四
章
　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
法
の
指
導

　
第
五
章
　
柔
道
の
練
習
法

　
第
六
章
　
投
技
の
指
導

　
第
七
章
　
固
技
の
指
導

　
少
年
柔
道
指
導
の
現
場
で
役
に
立
つ
好
評
連
載
を
単
行

本
化
。
付
録
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
は
、写
真
で
は
伝
わ
り
に
く
か
っ

た
部
分
を
映
像
で
紹
介
。

　
ま
た
、
少
年
柔
道
が
抱
え
る
様
々
な
問
題
点
を
、
講
道

館
所
蔵
の
柔
道
文
献
か
ら
、
解
決
の
糸
口
を
探
っ
て
い
く
。

好評発売中！
Ａ
５
判
・
並
製
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
付
・
４
１
４
頁
・
本
体
２
４
０
０
円
＋
税

役
に

立
つ

少
年
柔
道
指
導
法

収
録
時
間
１
７
０
分
を
超
え
る

解
説
Ｄ
Ｖ
Ｄ
付
属
！

役
に

立
つ

少
年
柔
道
指
導
法

向
井

　幹
博



ニュース　全日本女子柔道選手権大会

第
34
回
皇
后
盃
全
日
本
女
子
柔
道
選
手
権
大
会

素
根
輝
が
２
連
覇
達
成
！



　

第
34
回
皇
后
盃
全
日
本
女
子
柔
道
選
手

権
大
会
（
主
催
＝
講
道
館
、
全
日
本
柔
道

連
盟
）
が
４
月
21
日
、
横
浜
文
化
体
育
館

で
推
薦
選
手
３
名
と
全
国
か
ら
選
抜
さ
れ

た
34
名
の
選
手
が
参
集
し
て
行
わ
れ
た
。

　

試
合
は
国
際
柔
道
連
盟
試
合
審
判
規
定

（
２
０
１
８
〜
２
０
２
０
）
お
よ
び
全
日

本
選
手
権
大
会
申
合
せ
事
項
で
行
わ
れ
、

試
合
時
間
は
４
分
、
制
限
時
間
内
に
決
着

が
つ
か
な
い
場
合
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ス
コ
ア

（
以
下
Ｇ
Ｓ
）
に
よ
る
時
間
無
制
限
の
延

長
戦
を
行
っ
た
。

　

決
勝
は
、
素そ

根ね
あ

輝き
ら

（
環
太
平
洋
大
）
と

朝あ
さ

比ひ

奈な

沙さ

羅ら

（
パ
ー
ク
24
）
の
対
戦
と
な

り
、
試
合
時
間
９
分
超
の
末
に
朝
比
奈
へ

の
指
導
３
に
よ
っ
て
、
素
根
が
勝
利
。
連

覇
は
塚つ
か

田だ

真ま

希き

以
来
９
年
ぶ
り
、
10
代
で

の
連
覇
は
阿あ
ん

武の

教の
り

子こ

以
来
29
年
ぶ
り
の
達

成
と
な
る
。

♢

　

ま
た
、
今
大
会
は
、
日
本
武
道
館
で
開

催
さ
れ
る
世
界
柔
道
選
手
権
東
京
大
会

（
８
月
25
日
〜
９
月
１
日
）
の
女
子
78
㎏

超
級
の
最
終
選
考
を
兼
ね
て
い
る
。
大
会

終
了
後
に
行
わ
れ
た
全
日
本
柔
道
連
盟
強

化
委
員
会
で
の
話
し
合
い
の
結
果
、
素
根

輝
と
朝
比
奈
沙
羅
が
日
本
代
表
に
決
定
し

た
。

開会式

決勝＝素根輝（左）対朝比奈沙羅
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■
１
回
戦
〜
３
回
戦

▽
予
選
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク

　

昨
年
優
勝
の
素そ

根ね
あ

輝き
ら

（
推
薦
・
環
太
平

洋
大
）
が
２
回
戦
か
ら
登
場
。
２
回
戦
は

小こ
ば

林や
し

幸ゆ
き

奈な

（
近
畿
・
龍
谷
大
）
に
指
導
３

が
与
え
ら
れ
、
勝
利
。
続
く
３
回
戦
は
試

合
開
始
30
秒
、
佐さ

さ々

木き

ち
え
（
東
京
・
東

京
学
芸
大
）
に
体
落
を
掛
け
て
技
有
の
判

定
と
な
る
。
そ
の
30
秒
後
、
小
外
掛
で
技

有
を
奪
い
、
合
技
一
本
で
準
々
決
勝
へ
。

　

ま
た
、
２
０
１
６
年
の
女
王
で
あ
る
山や
ま

部べ

佳か

苗な
え

（
近
畿
・
ミ
キ
ハ
ウ
ス
）
が
ベ
テ

ラ
ン
の
意
地
を
見
せ
る
。
２
回
戦
で
は
古こ

賀が

早さ

也や

香か

（
中
国
・
帝
京
大
）
に
払
腰
で

一
本
勝
。続
く
３
回
戦
で
は
粂く
め

田だ

晴は
る

乃の（
関

東
・
筑
波
大
）
に
内
股
か
ら
横
四
方
固
で

合
技
一
本
を
決
め
、準
々
決
勝
へ
進
ん
だ
。

▽
予
選
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク

　

昨
年
３
位
の
井い
の

上う
え

舞ま
い

子こ

（
関
東
・
警
視

庁
）
は
２
回
戦
で
渡わ
た
な
べ辺
心み

実さ

（
北
信
越
・

金
沢
学
院
大
）
を
内
股
と
袈
裟
固
の
合
技

一
本
で
降く
だ

す
。
３
回
戦
は
、佐さ

藤と
う

陽よ
う

子こ（
東

海
・
東
海
大
）
に
試
合
開
始
１
分
30
秒
で

内
股
を
仕
掛
け
、
有
効
を
奪
う
。
試
合
は

そ
の
ま
ま
終
了
と
な
り
、
井
上
が
昨
年
に

続
き
、
準
々
決
勝
へ
。

　

昨
年
の
グ
ラ
ン
ド
ス
ラ
ム
大
阪
で
３
位

の
実
績
を
持
つ
稲い
な
も
り森
奈な

み見
（
東
京
・
三
井

住
友
海
上
）は
２
回
戦
で
寺て
ら

田だ

宇う

た

な
多
菜（
関

東
・
桐
蔭
横
浜
大
）に
払
巻
込
で
一
本
勝
。

続
く
３
回
戦
は
本
大
会
最
年
少
出
場
と
な

る
桑く
わ
が
た形
萌も

か花
（
近
畿
・
夙
川
高
）
に
横
四

方
固
を
決
め
、
一
本
勝
で
準
々
決
勝
進
出

を
果
た
し
た
。

▽
予
選
Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク

　

昨
年
２
位
の
冨と
み

田た

若わ
か

春ば

（
推
薦
・
コ
マ

ツ
）
は
、２
回
戦
で
黒く
ろ

木き

七な

つ

み
都
美
（
近
畿
・

龍
谷
大
）
を
横
四
方
固
で
抑
え
込
み
、
一

本
勝
。
３
回
戦
で
は
佐さ

俣ま
た

優ゆ

い依
（
関
東
・

Ｖ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
Ａ
Ｇ
Ｅ
）
に
小
外
刈
か
ら
横
四

方
固
で
合
技
一
本
を
決
め
、
２
年
連
続
で

準
々
決
勝
へ
進
ん
だ
。

　

昨
年
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
で
優
勝
の
児こ

玉だ
ま

ひ

か
る
（
九
州
・
東
海
大
）
と
本
大
会
最
年

長
で
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

52
㎏
級
銅
メ
ダ
リ
ス
ト
の
中な
か

村む
ら

美み

里さ
と

（
東

京
・
三
井
住
友
海
上
）
が
２
回
戦
で
対

戦
。
中
村
は
50
㎏
の
体
重
差
を
感
じ
さ
せ

な
い
粘
り
を
見
せ
、
試
合
は
Ｇ
Ｓ
へ
。
そ

の
後
も
中
村
は
幾
度
も
攻
撃
を
仕
掛
け
よ

う
と
す
る
。
し
か
し
、
試
合
時
間
６
分
13

秒
、
児
玉
が
中
村
に
払
腰
を
仕
掛
け
、
有

効
で
勝
利
。
中
村
は
こ
こ
で
敗
退
と
な
っ

た
が
、
果
敢
に
試
合
へ
挑
む
姿
に
会
場
か

ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
た
。
続
く
３
回

戦
で
、
児
玉
は
菅す
が

原わ
ら

歩あ
ゆ

巴は

（
東
北
・
久
慈

東
高
校
教
員
）
に
内
股
で
有
効
を
奪
い
、

勝
利
。
初
の
準
々
決
勝
進
出
を
決
め
た
。

▽
予
選
Ｄ
ブ
ロ
ッ
ク

　

２
０
１
８
年
世
界
選
手
権
女
王
の
朝あ
さ

比ひ

奈な

沙さ

ら羅
（
推
薦
・
パ
ー
ク
24
）
が
登
場
。

２
回
戦
で
山や
ま
も
と本
沙さ

ら羅
（
北
信
越
・
福
井
県

ス
ポ
ー
ツ
協
会
）
に
Ｇ
Ｓ
開
始
１
分
４
秒

に
仕
掛
け
た
払
巻
込
が
有
効
の
判
定
と
な

り
、
勝
利
。
３
回
戦
で
は
米よ
ね

川か
わ

明あ
き

穂ほ

（
東

海
・
藤
枝
順
心
高
）
と
対
戦
。
試
合
は
Ｇ

Ｓ
に
突
入
し
て
か
ら
、
朝
比
奈
が
米
川
に

対
し
、
足
技
で
積
極
的
に
攻
め
る
。
そ
し

て
試
合
開
始
か
ら
５
分
48
秒
、
米
川
に
指

導
３
が
与
え
ら
れ
、
試
合
終
了
。
朝
比
奈

が
準
々
決
勝
へ
駒
を
進
め
る
。

　

昨
年
の
選
抜
体
重
別
で
優
勝
し
て
い
る

２回戦＝果敢に試合に挑む中村（左）

３回戦＝稲森（上）が桑形に横四方固を決める ３回戦＝抑込に入ろうとする冨田（上）



髙た
か
や
ま山

莉り

か加
（
東
京
・
三
井
住
友
海
上
）
は
、

２
回
戦
で
２
０
１
８
年
講
道
館
杯
優
勝
の

秋あ
き

場ば

麻ま

優や

（
中
国
・
環
太
平
洋
大
）
に
Ｇ

Ｓ
の
末
、
内
股
に
よ
る
有
効
で
退
け
、
勝

利
。
３
回
戦
で
は
井い
の

上う
え

愛ま
な

美み

（
九
州
・
Ｊ

Ｒ
九
州
）
に
巴
投
か
ら
上
四
方
固
で
抑
え

込
み
、
合
技
一
本
。
準
々
決
勝
戦
へ
。

■
準
々
決
勝
①

　

素
根　

輝　

大
内
刈　

山
部
佳
苗

　

現
・
女
王
で
あ
る
素
根
と
旧
・
女
王
で

あ
る
山
部
の
対
戦
。
素
根
が
左
組
み
、
山

部
が
右
組
み
の
ケ
ン
カ
四
つ
と
な
る
。
試

合
開
始
か
ら
２
分
18
秒
、
引
手
を
取
ら
な

い
と
判
断
さ
れ
、
両
者
に
指
導
１
が
与
え

ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
開
始
か
ら
３
分
17
秒

に
は
消
極
的
と
判
断
さ
れ
た
山
部
に
指
導

２
が
、
開
始
か
ら
３
分
46
秒
に
は
素
根
が

場
外
へ
出
て
指
導
２
が
与
え
ら
れ
、
そ
の

ま
ま
Ｇ
Ｓ
へ
。

　

両
者
、
今
大
会
初
の
Ｇ
Ｓ
戦
へ
突
入
す

る
。
Ｇ
Ｓ
か
ら
２
分
20
秒
、
山
部
は
素
根

に
対
し
、
内
股
を
仕
掛
け
る
が
、
決
ま
ら

ず
。
Ｇ
Ｓ
か
ら
３
分
15
秒
、
素
根
が
大
内

刈
を
仕
掛
け
、
山
部
が
こ
ら
え
よ
う
と
す

る
も
肩
が
着
き
、
有
効
。
素
根
が
準
決
勝

へ
進
ん
だ
。

■
準
々
決
勝
②

　

稲
森
奈
見　

小
外
刈　

井
上
舞
子

　

稲
森
が
右
組
み
、
井
上
が
左
組
み
の
ケ

ン
カ
四
つ
。
井
上
は
得
意
の
足
技
で
稲
森

を
追
い
込
む
。
試
合
開
始
か
ら
２
分
40

秒
、
稲
森
が
消
極
的
と
判
断
さ
れ
、
指
導

１
が
宣
告
さ
れ
る
。
そ
の
後
は
両
者
決
め

手
を
欠
き
、
Ｇ
Ｓ
へ
突
入
。

　

Ｇ
Ｓ
開
始
か
ら
39
秒
、
井
上
が
前
に
出

た
と
こ
ろ
を
稲
森
が
小
外
刈
で
返
し
、
有

効
。稲
森
が
初
の
準
決
勝
へ
勝
ち
進
ん
だ
。

■
準
々
決
勝
③

　

冨
田
若
春　

○
内
股
透
か
し　

児
玉
ひ
か
る

　

冨
田
が
右
組
み
、
児
玉
が
左
組
み
で
ケ

ン
カ
四
つ
。
序
盤
か
ら
冨
田
が
児
玉
を
引

き
寄
せ
、
圧
力
を
か
け
る
。
そ
し
て
開
始

か
ら
わ
ず
か
37
秒
、
児
玉
が
内
股
を
仕
掛

け
て
き
た
と
こ
ろ
に
冨
田
が
上う

手ま

く
躱か
わ

し

て
内
股
透
か
し
で
一
本
勝
。
冨
田
は
こ
こ

ま
で
オ
ー
ル
一
本
勝
で
準
決
勝
へ
。

■
準
々
決
勝
④

　

朝
比
奈
沙
羅　

支
釣
込
足　

髙
山
莉
加

　

共
に
右
組
の
相
四
つ
に
な
る
。
序
盤
、

朝
比
奈
は
髙
山
の
奥
襟
を
摑つ
か

み
、
試
合
を

優
位
に
進
め
る
。
巴
投
を
仕
掛
け
よ
う
と

し
た
髙
山
へ
朝
比
奈
は
寝
技
で
勝
負
に
出

る
が
左
足
が
抜
け
ず
、
抑
込
に
な
ら
ず
。

そ
の
後
、
髙
山
は
果
敢
に
足
技
を
仕
掛

け
、
先
に
朝
比
奈
に
指
導
１
が
つ
く
。

　

一
進
一
退
の
攻
防
は
そ
の
ま
ま
、
Ｇ
Ｓ

へ
も
つ
れ
こ
む
。
再
び
髙
山
に
巴
投
を
掛

け
ら
れ
た
朝
比
奈
は
抑
込
に
入
ろ
う
と
す

る
が
、
序
盤
同
様
、
片
足
が
抜
け
な
い
ま

ま
、「
待
て
」。
こ
の
後
か
ら
ペ
ー
ス
が
落

ち
た
朝
比
奈
は
技
を
仕
掛
け
な
い
と
判
断

さ
れ
、
Ｇ
Ｓ
開
始
か
ら
１
分
24
秒
、
２
つ

目
の
指
導
が
宣
告
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ

の
直
後
、
朝
比
奈
が
髙
山
の
奥
襟
を
上
手

く
摑
み
、
支
釣
込
足
を
仕
掛
け
、
有
効
で

勝
利
す
る
。
朝
比
奈
が
３
年
連
続
の
準
決

勝
進
出
を
決
め
た
。

準々決勝①＝素根（左）対山部

準々決勝④＝朝比奈（上）が高山に支釣込足で勝利
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■
準
決
勝
①

　

素
根　

輝　

大
内
刈　

稲
森
奈
見

　

ケ
ン
カ
四
つ
。
序
盤
か
ら
互
い
に
引
手
を
取
ら
せ
な
い
展
開
と
な
り
、
開
始
か
ら
１

分
、
両
者
に
指
導
１
が
与
え
ら
れ
る
。
両
者
出
方
を
探
る
中
、
先
に
勝
負
に
出
た
の
は

稲
森
。
試
合
開
始
か
ら
２
分
31
秒
、
稲
森
が
得
意
と
す
る
寝
技
に
入
ろ
う
と
す
る
が
、

う
ま
く
回
転
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
有
効
に
な
ら
な
い
。
対
す
る
素
根
は
攻
撃
に
出

る
も
引
手
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
、
思
い
通
り
の
柔
道
を
さ
せ
て
も
ら
え
な
い
。
そ
し

て
、
試
合
開
始
か
ら
３
分
44
秒
、
素
根
に
指
導
２
が
宣
告
さ
れ
る
。

　

試
合
は
Ｇ
Ｓ
に
突
入
。
Ｇ
Ｓ
開
始
56
秒
、
今
ま
で
消
極
的
だ
っ
た
素
根
が
勝
負
を
仕

掛
け
る
。
十
分
な
組
手
に
な
っ
た
素
根
は
、
大
内
刈
で
一
気
に
稲
森
を
押
し
込
み
、
有

効
を
奪
っ
て
勝
利
し
た
。
素
根
は
大
会
連
覇
を
か
け
て
決
勝
へ
。

■
準
決
勝
②

　

朝
比
奈
沙
羅　

○
大
外
巻
込　

冨
田
若
春

　

序
盤
か
ら
朝
比
奈
は
右
手
で
奥
襟
を
握
り
、
優
勢
な
姿
勢
に
見
え
た
が
、
な
か
な
か

技
を
仕
掛
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
対
す
る
冨
田
も
朝
比
奈
に
引
手
を
取
ら
れ
、
攻
撃

の
機
会
を
見
出
せ
な
い
。
そ
し
て
、
試
合
開
始
１
分
12
秒
、
消
極
的
な
両
者
へ
指
導
１

が
言
い
渡
さ
れ
る
。
し
か
し
そ
の
後
、
朝
比
奈
が
勝
負
に
出
る
。
試
合
開
始
か
ら
２
分

５
秒
、
冨
田
の
引
手
を
捉
え
た
朝
比
奈
が
豪
快
に
大
外
巻
込
を
決
め
、
一
本
。
朝
比
奈

は
昨
年
準
優
勝
の
冨
田
を
降く
だ

し
、
復
活
優
勝
に
向
け
、
３
年
ぶ
り
の
決
勝
進
出
を
果
た

し
た
。

準決勝①＝素根（左）が稲森に大内刈を仕掛ける

準決勝②＝朝比奈（右）が冨田に大外巻込を決める



決勝戦＝素根と朝比奈が激しい組手争いを展開した

GS に入り、攻めの姿勢を見せる素根（左）
■
決
勝
戦

　

素
根　

輝　

○
反
則
負　

朝
比
奈
沙
羅

　

こ
れ
ま
で
両
者
の
対
決
は
素
根
が
４
勝
３
敗
で
、
今
回
は
８
度
目
の
対
戦
と
な
る
。

素
根
が
左
組
み
、
朝
比
奈
が
右
組
み
の
ケ
ン
カ
四
つ
と
な
る
。
他
の
大
会
を
通
し
、
互

い
の
手
の
内
が
分
か
っ
て
い
る
た
め
、
序
盤
か
ら
、
激
し
い
組
手
争
い
が
展
開
さ
れ
る
。

試
合
開
始
１
分
52
秒
、
両
者
に
故
意
に
組
ま
な
い
と
し
て
指
導
１
が
、
そ
の
直
後
、
素

根
が
袖
口
に
指
を
入
れ
、
指
導
２
が
言
い
渡
さ
れ
る
。
両
者
、
相
手
の
動
き
を
注
視
す

る
中
、
先
に
勝
負
に
出
た
の
は
朝
比
奈
。
朝
比
奈
は
素
根
の
奥
襟
を
摑
み
、
距
離
を
縮

め
て
内
股
を
仕
掛
け
る
も
、
素
根
が
切
り
返
し
、
技
有
に
な
ら
ず
。
こ
れ
に
対
し
素
根

も
朝
比
奈
へ
巴
投
を
仕
掛
け
る
が
、
投
げ
切
れ
な
い
。
こ
の
時
、
組
み
合
わ
な
い
と
判

断
さ
れ
、
朝
比
奈
に
指
導
２
が
言
い
渡
さ
れ
る
。
本
戦
は
そ
の
ま
ま
終
了
し
、
Ｇ
Ｓ
へ
。

　

Ｇ
Ｓ
１
分
、
素
根
が
徐
々
に
攻
撃
の
ペ
ー
ス
を
上
げ
る
。
Ｇ
Ｓ
４
分
20
秒
、
素
根
は

袖
釣
込
腰
を
仕
掛
け
る
。
朝
比
奈
は
バ
ラ
ン
ス
を
崩
す
も
腹
ば
い
で
逃
れ
る
。
素
根
は

す
か
さ
ず
寝
技
に
入
り
、
一
度
は
抑
え
込
む
も
朝
比
奈
が
こ
れ
を
す
り
抜
け
、
ポ
イ
ン

ト
を
与
え
な
い
。
し
か
し
、素
根
は
そ
の
後
も
諦
め
ず
に
果
敢
に
攻
め
の
姿
勢
を
見
せ
、

Ｇ
Ｓ
開
始
か
ら
５
分
５
秒
、
朝
比
奈
へ
指
導
３
が
宣
告
さ
れ
、
試
合
終
了
。
素
根
が
塚

田
真
希
以
来
９
年
ぶ
り
の
２
連
覇
を
達
成
し
た
。
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○
準
優
勝
＝
朝あ
さ

比ひ

奈な

沙さ

羅ら

選
手
（
パ
ー
ク
24
）

　

昨
年
、
高
校
３
年
生
で
初
優
勝
を
飾

っ
た
素
根
。
大
学
生
と
な
っ
た
今
年
は

喜
び
を
見
せ
た
昨
年
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

と
は
一
変
し
、
冷
静
に
自
分
自
身
を
振

り
返
っ
た
。

「
今
年
、
東
京
で
行
わ
れ
る
世
界
選
手

権
に
ど
う
し
て
も
出
場
し
た
か
っ
た
の

で
、
４
月
の
選
抜
体
重
別
と
こ
の
皇
后

盃
に
賭
け
て
い
ま
し
た
。
両
方
優
勝
す

る
こ
と
が
で
き
て
嬉
し
い
で
す
。
今
年

の
皇
后
盃
は
、
相
手
が
自
分
の
担
ぎ
技

を
警
戒
し
て
、
な
か
な
か
技
に
入
ら
せ

て
も
ら
え
な
か
っ
た
の
で
、
前
か
ら
技

を
掛
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
な
ら
相
手

を
後
ろ
か
ら
追
い
込
む
技
を
展
開
し
ま

し
た
。
ま
た
、
周
り
の
誰
よ
り
も
練
習

し
て
き
た
と
い
う
気
持
ち
を
強
く
持
っ

て
勝
負
に
挑
み
ま
し
た
」

　

今
大
会
で
も
、
同
じ
階
級
で
争
う
朝
比

奈
沙
羅
選
手
と
の
戦
い
が
注
目
さ
れ
た
。

選
抜
体
重
別
ま
で
の
両
者
の
対
戦
成
績
は

素
根
が
４
勝
、
朝
比
奈
が
３
勝
と
素
根
が

リ
ー
ド
。
し
か
も
、
素
根
は
こ
こ
ま
で
朝

比
奈
に
４
連
勝
し
た
状
態
で
皇
后
盃
を
迎

え
、
今
回
見
事
５
連
勝
を
達
成
し
た
。

「
お
互
い
手
の
内
を
知
っ
て
い
る
の
で
、

長
い
試
合
に
な
る
だ
ろ
う
と
予
想
し
て
い

ま
し
た
。
先
に
指
導
を
取
ら
れ
る
場
面
も

あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
勝
ち
切
る
こ

と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。
試
合
の
中

で
は
な
か
な
か
引
手
を
持
た
せ
て
も
ら
え

な
い
と
感
じ
て
い
た
の
で
、
持
て
る
と
こ

ろ
で
し
っ
か
り
持
っ
て
仕
掛
け
て
い
こ
う

と
気
持
ち
を
切
り
替
え
て
挑
み
ま
し
た
。

ま
た
、
キ
ツ
い
の
は
お
互
い
な
の
で
、
何

が
何
で
も
勝
つ
と
い
う
強
い
気
持
ち
を
持

っ
て
戦
い
ま
し
た
。
今
回
も
、（
朝
比
奈

選
手
と
）
決
勝
で
直
接
対
決
を
し
て
、
再

度
勝
つ
と
い
う
目
標
が
あ
っ
た
の
で
、
達

成
す
る
こ
と
が
で
き
、
非
常
に
嬉
し
い
で

す
」

　

ま
た
今
年
、
環
太
平
洋
大
学
１
年
生

と
な
り
、
練
習
環
境
が
変
わ
っ
た
こ
と

に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
心
境
の
変
化

が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

「
Ｉ
Ｐ
Ｕ
（
環
太
平
洋
大
学
）
で
練
習

す
る
機
会
は
入
学
し
た
ば
か
り
な
の
で

少
な
か
っ
た
で
す
が
、
古
賀
稔
彦
監
督

に
し
っ
か
り
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
の
試
合
前
も
気

持
ち
を
上
げ
る
言
葉
を
か
け
て
い
た
だ

き
、
頑
張
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

　

昨
年
は
国
際
大
会
の
実
績
が
不
十
分

で
、
世
界
選
手
権
代
表
に
選
ば
れ
な
か

っ
た
素
根
。
こ
の
１
年
で
国
際
大
会
へ

の
出
場
や
選
抜
体
重
別
、
皇
后
盃
で
の

優
勝
で
、
今
年
の
世
界
選
手
権
の
代
表

の
座
を
大
き
く
引
き
寄
せ
た
。

「
選
ん
で
い
た
だ
け
た
ら
世
界
選
手
権

で
優
勝
で
き
る
よ
う
に
し
っ
か
り
練
習

し
、
努
力
し
て
結
果
を
出
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て
、
結
果
を
残
す
た
め

に
は
技
や
組
手
で
課
題
が
た
く
さ
ん
あ

る
の
で
、
克
服
し
て
い
き
ま
す
」

　

世
界
選
手
権
へ
の
思
い
を
述
べ
た
素

根
。
成
長
を
遂
げ
る
女
王
は
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
へ
ま
た
一
歩
、道
を
進
め
た
。

「
練
習
す
る
時
間
を
増
や
し
、
選
抜
が
終

わ
っ
て
か
ら
の
２
週
間
は
死
ぬ
気
で
や
っ

て
い
た
の
で
、
そ
れ
が
結
果
に
な
ら
な
く

て
残
念
で
す
。
当
た
っ
て
砕
け
ろ
じ
ゃ
ダ

メ
な
ん
で
、
当
た
ら
れ
て
も
砕
け
な
い
、

当
た
っ
て
も
砕
け
な
い
と
い
う
芯
の
強
さ

を
身
に
付
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い

ま
し
た
。
こ
の
大
会
で
は
、
初
戦
か
ら
ダ

メ
ダ
メ
な
試
合
が
続
き
、
練
習
が
無
駄
に

終
わ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
素
根
選
手

と
戦
っ
た
こ
と
や
試
合
に
負
け
た
と
い
う

こ
と
よ
り
、
自
分
の
力
を
出
し
切
る
場
だ

と
思
っ
て
い
た
の
に
、
出
し
切
る
こ
と
が

で
き
ず
、
本
当
に
悔
し
い
と
い
う
思
い
が

強
く
あ
り
ま
す
。
そ
れ
と
同
時
に
、
自
分

に
は
ま
だ
伸の

び
代し
ろ

が
あ
る
と
い
う
こ
と
も

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
、
自

分
に
と
っ
て
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
２
０
２

０
年
の
東
京
し
か
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す

の
で
、
こ
れ
か
ら
は
必
死
に
努
力
を
し
、

代
表
に
選
ば
れ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
」

環
太
平
洋

大
学
１
年

世
界
選
手
権
へ
、
そ
の
先
の
東
京
五
輪
へ

◎
素そ

根ね
あ

輝き
ら

選
手

優
勝
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

（

）
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優勝　　　　　

井
上
　
愛
美 

三
段 

（
九
州
・Ｊ
Ｒ
九
州
） 

３

大
辻
　
瑛
美 

三
段 

（
関
東
・
自
衛
隊
体
育
学
校
） 

初

村
井
　
杏
弥 

二
段 

（
四
国
・
高
松
商
業
高
） 

初

髙
山
　
莉
加 

三
段 

（
東
京
・
三
井
住
友
海
上
火
災
保
険
） 

４

秋
場
　
麻
優 

三
段 

（
中
国
・
環
太
平
洋
大
） 

３

出
村
　
花
恋 

三
段 

（
近
畿
・
龍
谷
大
） 

初

佐
藤
　
　
果 

二
段 

（
関
東
・
淑
徳
大
） 

初

米
川
　
明
穂 

二
段 

（
東
海
・
藤
枝
順
心
高
） 

初

山
本
　
沙
羅 

四
段 

（
北
信
越
・
福
井
県
ス
ポ
ー
ツ
協
会
） 

５

朝
比
奈
沙
羅 

五
段 

（
推
薦
・
パ
ー
ク
24
） 

５

朝
飛
　
真
実 

二
段 

（
関
東
・
桐
蔭
学
園
高
校
） 

初

菅
原
　
歩
巴 

四
段 

（
東
北
・
久
慈
東
高
校
教
員
） 

５

髙
橋
　
瑠
璃 

三
段 

（
東
京
・
山
梨
学
院
大
） 

初

中
村
　
美
里 

四
段 

（
東
京
・
三
井
住
友
海
上
火
災
保
険
） 

初

児
玉
ひ
か
る 

三
段 

（
九
州
・
東
海
大
） 

２

佐
俣
　
優
依 
三
段 

（
関
東
・
Ｖ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
Ａ
Ｇ
Ｅ
） 

３

薮
内
　
美
咲 
三
段 
（
北
海
道
・
桐
蔭
横
浜
大
） 

３

黒
木
七
都
美 

三
段 
（
近
畿
・
龍
谷
大
） 

初

冨
田
　
若
春 

三
段 
（
推
薦
・
コ
マ
ツ
） 

３

鶴
岡
　
来
雪 

三
段 

（
東
京
・
コ
マ
ツ
） 

初

吉
岡
　
優
里 

三
段 

（
北
海
道
・
旭
川
刑
務
所
） 

３

桑
形
　
萌
花 

二
段 

（
近
畿
・
夙
川
高
） 

初

寺
田
宇
多
菜 

三
段 

（
関
東
・
桐
蔭
横
浜
大
） 

初

稲
森
　
奈
見 

四
段 

（
東
京
・
三
井
住
友
海
上
火
災
保
険
） 

６

中
山
　
有
加 

五
段 

（
東
京
・Ｊ
Ｒ
東
日
本
） 
４

佐
藤
　
陽
子 

三
段 

（
東
海
・
東
海
大
） 
２

渡
辺
　
心
実 

三
段 

（
北
信
越
・
金
沢
学
院
大
） 

初

井
上
　
舞
子 

三
段 

（
関
東
・
警
視
庁
） 

２

荒
谷
莉
佳
子 

三
段 

（
東
京
・
帝
京
科
学
大
） 

初

立
川
　
　
桃 

二
段 

（
四
国
・
東
海
大
） 

２

粂
田
　
晴
乃 

三
段 

（
関
東
・
筑
波
大
） 

３

古
賀
早
也
香 

三
段 

（
中
国
・
帝
京
大
） 

初

山
部
　
佳
苗 

五
段 

（
近
畿
・
ミ
キ
ハ
ウ
ス
） 

10

市
川
香
代
子 

三
段 

（
東
北
・
宮
城
県
警
察
） 

３

佐
々
木
ち
え 

三
段 

（
東
京
・
東
京
学
芸
大
） 

初

小
林
　
幸
奈 

三
段 

（
近
畿
・
龍
谷
大
） 

３

素
根

　
　輝 

三
段 

（
推
薦
・
環
太
平
洋
大
） 

２

素根　輝

小
外
刈

大
外
刈

支
釣
込
足

小
外
刈

反
則
負

段
位

　地
区

　

 

所
属       

出
場
回
数

Ａブロック Ｂブロック Ｃブロック Ｄブロック

反
則
負

内
股
＋
袈
裟
固

払
腰

払
腰

体
落
＋
小
外
掛

小
外
掛
＋
横
四
方
固

巴
投
＋
上
四
方
固

大
内
刈

大
外
巻
込

反
則
負

払
腰

袖
釣
込
腰

　
横
四
方
固

　
払
巻
込

反
則
負

反
則
負

　
内
股

払
巻
込 小

内
巻
込

内
股

反
則
負反

則
負

大
内
刈

　
内
股
＋
横
四
方
固

　
大
内
刈

内
股
す
か
し

払
腰

払
巻
込

反
則
負

横
四
方
固

内
股

○ ○ ○ ○

○

○

○ ○

○ ○ ○ ○○○○○

○ ○

○○○

○

○○

○○

○

◆
２
０
１
９
世
界
柔
道
選
手
権
東
京
大
会
の
女
子
選
手
が
決
定

　

今
大
会
は
世
界
柔
道
選
手
権
大
会
（
２

０
１
９
年
８
月
25
日
〜
９
月
１
日
の
８
日

間
、
東
京
・
日
本
武
道
館
で
開
催
）
の
78

㎏
超
級
の
日
本
代
表
最
終
選
考
会
を
兼
ね

て
お
り
、
試
合
終
了
後
に
は
全
日
本
柔
道

連
盟
強
化
委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。
そ
の

後
、
記
者
会
見
が
行
わ
れ
、
全
階
級
の
女

子
日
本
代
表
選
手
が
発
表
さ
れ
た
。

□
世
界
柔
道
選
手
権
東
京
大
会
出
場
選
手

♢
48
㎏
級　
　

渡
名
喜
風
南

♢
52
㎏
級　
　

阿
部　
　

詩

　
　
　
　
　
　

志
々
目　

愛

♢
57
㎏
級　
　

芳
田　
　

司

♢
63
㎏
級　
　

田
代　

未
来

♢
70
㎏
級　
　

新
井　

千
鶴

♢
78
㎏
級　
　

濵
田　

尚
里

♢
78
㎏
超
級　

朝
比
奈
沙
羅

　
　
　
　
　
　

素
根　
　

輝

♢
団
体
57
㎏
級　

玉
置　
　

桃

♢
団
体
70
㎏
級　

大
野　

陽
子

　

記
者
会
見
で
は
金
野
潤
全
日
本
柔
道
連

盟
強
化
委
員
長
と
増
地
克
之
全
日
本
代
表

監
督
が
質
問
に
答
え
た
。

▽
世
界
選
手
権
に
お
け
る
全
階
級
の
女
子  

　

日
本
代
表
が
出
揃
っ
た
こ
と
に
つ
い
て

金
野
：
ま
ず
は
大
会
に
出
場
し
て
く
だ
さ

っ
た
全
て
の
選
手
に
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。
代
表
の
選
手
に
は
今
後
も
結
果
を
残

し
て
い
た
だ
き
、
来
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

へ
繋
げ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

▽
皇
后
盃
の
総
括

金
野
：
実
力
の
あ
る
２
人
が
決
勝
に
勝
ち

上
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
後
は
２
人
と

も
課
題
を
克
服
し
て
、
外
国
人
の
強
豪
選

手
た
ち
と
戦
え
る
力
を
つ
け
、
世
界
選
手

権
に
挑
ん
で
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

増
地
：
両
者
と
も
力
を
出
し
切
っ
た
素
晴

ら
し
い
試
合
で
し
た
。
し
か
し
、
大
会
で

は
、
国
際
ル
ー
ル
で
「
指
導
」
に
な
る
部

分
も
見
受
け
ら
れ
た
の
で
、
改
善
す
る
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

心技体 人を育てる総合誌



〈広告〉

税
＋



〈広告〉

日本武道館発行の単行本

BUDO：
THE MARTIAL WAYS OF JAPAN

日本武道館 編
  翻訳・編集：アレキサンダー・ベネット

（ B５判・上製・DVD付・336頁 ）

武道
子どもの心をはぐくむ

菅野　純 著
早稲田大学教授・教育カウンセラー

（ 四六判・上製・410頁 ）

大先輩に聞く

田谷 将俊 著
月刊「武道」記者

（ 四六判・上製・376頁 ）

今、なぜ武道か
―文化と伝統を問うー

中村 民雄 著
福島大学教授

（ 四六判・上製・370頁 ）

（ Ｂ５判・上製・箱入・526頁 ）



ニュース　全日本弓道連盟創立 70周年記念式典・記念祝賀会

時
代
の
様
々
な
困
難
を
乗
り
越
え
、
全
国

各
地
の
弓
道
を
愛
す
る
方
々
、
武
道
・
ス

ポ
ー
ツ
界
の
支
え
を
い
た
だ
き
な
が
ら
創

立
70
周
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
関
係
者
の
皆
様
方
に
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
」と
式
辞
を
述
べ
た
。

　

次
に
弓
道
の
普
及
・
振
興
に
支
援
・
尽

力
し
た
日
本
武
道
館
、
明
治
神
宮
、
妙
法

院
門
跡
を
は
じ
め
15
団
体
（
う
ち
９
団
体

が
出
席
）、
各
都
道
府
県
弓
道
連
盟
（
代

表
・
京
都
府
弓
道
連
盟
）
に
感
謝
状
が
贈

呈
さ
れ
た
。

　

続
い
て
、
連
盟
の
発
展
に
貢
献
し
た
個

人
・
団
体
を
功
労
者
・
功
労
団
体
と
し
て

表
彰
し
、
功
労
者
代
表
の
石
川
武
夫
氏
、

功
労
団
体
代
表
の
弓
馬
術
礼
法
小
笠
原
教

場
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
た
。

■
記
念
祝
賀
会

　

記
念
式
典
に
引
き
続
き
、
午
後
６
時
よ

り
記
念
祝
賀
会
が
行
わ
れ
た
。

■
記
念
式
典

　

全
日
本
弓
道
連
盟
創
立
70
周
年
記
念
式

典
は
、
午
後
５
時
か
ら
始
ま
っ
た
。

　

ま
ず
、
中
野
秀
也
全
日
本
弓
道
連
盟
会

長
が
「
本
日
、
本
連
盟
創
立
70
周
年
記
念

式
典
を
開
催
で
き
ま
す
こ
と
を
大
変
嬉
し

く
思
い
ま
す
。
戦
後
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
る
武

道
団
体
の
解
散
を
経
て
、
先
人
た
ち
の
多

大
な
ご
尽
力
に
よ
り
、
昭
和
24
年
に
本
連

盟
は
創
立
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
各

350名が集い、盛大に記念式典・祝賀会
　

公
益
財
団
法
人
全
日
本
弓
道
連
盟
は
令
和
元
年
５
月
に
創
立
70
周
年
を
迎
え
た
。

そ
の
節
目
を
祝
し
て
、
５
月
２
日
に
記
念
式
典
・
記
念
祝
賀
会
が
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
都

ホ
テ
ル
京
都
で
、
関
係
者
・
来
賓
を
含
め
て
記
念
式
典
に
は
330
名
、
記
念
祝
賀
会
に

は
350
名
が
参
加
し
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

　

な
お
記
念
祝
賀
会
に
は
、
国
際
弓
道
連
盟
名
誉
総
裁
を
務
め
る
高
円
宮
妃
殿
下
が

ご
臨
席
さ
れ
た
。

記念祝賀会では大惠俊一郎全日本弓道連盟副会長が乾杯を行った

記念式典で感謝状を受け取る
𠮷川英夫日本武道館事務次長（右）



　

ま
ず
は
じ
め
に
、
国
際
弓
道
連
盟
名
誉

総
裁
を
務
め
る
高
円
宮
妃
殿
下
が
参
加
者

に
よ
る
大
き
な
拍
手
の
中
、
ご
入
場
。
高

円
宮
妃
殿
下
は
笑
顔
で
会
釈
を
さ
れ
な
が

ら
ご
着
席
さ
れ
た
。

　

続
い
て
、
中
野
秀
也
全
日
本
弓
道
連
盟

会
長
の
開
宴
挨
拶
、
杉
谷
義
純
妙
法
院
門

跡
門
主
に
よ
る
来
賓
祝
辞
が
行
わ
れ
た
。

　

そ
し
て
来
賓
紹
介
、
祝
電
披
露
の
後
、

壇
上
に
は
３
つ
の
樽
が
用
意
さ
れ
、
鏡
開

き
に
移
っ
た
。
壇
上
に
は
中
野
秀
也
全
日

本
弓
道
連
盟
会
長
、
川
村
隆
史
京
都
府
文

化
ス
ポ
ー
ツ
部
理
事
、
門
川
大
作
京
都
市

長
、
宇
田
川
哲
哉
明
治
神
宮
武
道
場
至
誠

館
館
長
、
𠮷
川
英
夫
日
本
武
道
館
事
務
次

長
を
は
じ
め
15
名
が
登
壇
。
連
盟
創
立
70

周
年
を
祝
し
、
15
名
に
よ
っ
て
め
で
た
く

鏡
が
開
か
れ
た
。

　

そ
の
後
、
参
加
者
全
員
に
枡
酒
が
配
ら

れ
、
大
惠
俊
一
郎
全
日
本
弓
道
連
盟
副
会

長
に
よ
る
乾
杯
で
歓
談
と
な
っ
た
。

　

参
加
者
た
ち
は
こ
れ
ま
で
の
思
い
出
話

に
花
を
咲
か
せ
た
り
、
弓
友
と
の
久
し
ぶ

り
の
再
会
を
楽
し
み
な
が
ら
、
終
始
和
や

か
な
雰
囲
気
で
会
は
進
ん
だ
。

　

最
後
に
窪
田
史
郎
全
日
本
弓
道
連
盟
副

会
長
が
挨
拶
を
行
い
、
会
は
盛
会
裡
に
終

了
し
た
。

語
を
理
解
し
て
も
ら
う
よ
う
な
取
組
を

模
索
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
ね
。

　

中
学
校
武
道
必
修
化
で
は
、
日
本
武

道
館
と
の
共
催
の
全
国
指
導
者
研
修
会

は
指
導
者
の
育
成
に
大
き
な
効
果
を
発

揮
し
て
い
ま
す
。
指
導
者
育
成
の
ほ
か

に
も
、
弓
道
場
の
整
備
や
安
全
性
の
確

保
な
ど
の
課
題
を
早
急
に
解
決
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

海
外
で
も
、
審
査
や
セ
ミ
ナ
ー
を
行

っ
て
い
ま
す
。
専
門
用
語
は
現
地
の
言

葉
で
噛
み
砕
き
な
が
ら
伝
え
て
い
ま

す
。元
会
長
の
故
・
鴨
川
信
之
先
生
は
、

亡
く
な
ら
れ
る
直
前
ま
で
『
２
０
２
０

年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
武
道
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
を
行
う
よ
う
に
』
と
ず
っ
と
お
っ
し

ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
ぜ
ひ
そ
う
い
っ
た

機
会
を
設
け
て
い
た
だ
き
、
弓
道
を
世

界
に
広
め
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　

弓
道
の
最
大
の
魅
力
は
自
分
と
の
戦

い
で
す
。
そ
う
い
っ
た
弓
道
の
魅
力
、

面
白
さ
を
弓
道
を
や
っ
た
こ
と
が
な
い

人
に
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
弓
道
を
習
う
一
人
一
人
が
弓
道
の

魅
力
を
発
信
し
て
い
く
よ
う
な
、
地
道

な
努
力
が
必
要
な
の
で
す
」

　

設
立
当
初
か
ら
、
弓
道
の
継
承
・
普

及
・
振
興
に
取
り
組
ん
で
き
た
全
日
本

弓
道
連
盟
。
平
成
18
年
の
国
際
弓
道
連

盟
設
立
、
平
成
22
年
の
日
本
に
お
け
る

第
１
回
世
界
弓
道
大
会
開
催
な
ど
、
弓

道
の
国
際
的
な
普
及
も
進
ん
で
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
70
年
を
踏
ま
え
、
中
野

秀
也
全
日
本
弓
道
連
盟
会
長
に
今
後
に

向
け
た
活
動
の
展
望
を
聞
い
た
。

◇

「
８
年
前
に
本
連
盟
は
公
益
財
団
法
人

と
な
り
ま
し
た
。
役
員
に
は
弓
道
経
験

の
な
い
有
識
者
を
加
え
、
第
三
者
的
な

意
見
を
い
た
だ
き
、
国
民
に
広
く
理
解

さ
れ
る
組
織
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

弓
道
を
知
ら
な
い
人
に
、
ど
う
弓
道

を
伝
え
て
い
く
か
が
大
き
な
課
題
で

す
。『
射
品
・
射
格
』
な
ど
の
専
門
用

◉
中
野
秀
也
会
長
に
聞
く

記念祝賀会での鏡開き
記念祝賀会には

高円宮妃殿下がご臨席された

連
盟
の
一
層
の
発
展
の
た
め
に中野秀也

全日本弓道連盟会長



　

第
70
回
全
日
本
弓
道
大
会
は
５
月
２
・

３
日
の
２
日
間
に
わ
た
っ
て
、
京
都
市
勧

業
館
「
み
や
こ
め
っ
せ
」
で
行
わ
れ
た
。

　

大
会
前
日
の
５
月
１
日
に
は
令
和
時
代

の
幕
が
開
い
た
。
全
日
本
弓
道
連
盟
創
立

当
初
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
こ
の
大
会
も
70

回
を
数
え
、
昭
和
か
ら
平
成
、
そ
し
て
新

し
い
令
和
の
時
代
へ
。
脈
々
と
開
催
さ
れ

続
け
て
き
た
弓
の
祭
典
で
日
頃
の
稽
古
の

成
果
を
発
揮
し
よ
う
と
、
全
国
か
ら
１
８

０
０
名
を
超
え
る
弓
道
家
が
集
ま
っ
た
。

　

な
お
、
大
会
２
日
目
と
な
る
３
日
に
は

高
円
宮
妃
殿
下
が
ご
臨
席
さ
れ
、
熱
心
に

演
武
を
見
守
っ
た
。

　

結
果
は
、
範
士
の
部
で
は
本ほ
ん

多だ

政ま
さ

和か
ず

八

段
（
愛
知
）
が
昨
年
に
続
き
、
過
去
最
多

と
な
る
５
回
目
の
優
秀
者
に
選
出
さ
れ

た
。
ま
た
、
教
士
の
部
で
は
原は
ら

田だ

友と
も

康や
す

七

段（
愛
知
）、錬
士
の
部
は
花は
な

井い
さ

聡と
し

五
段（
愛

知
）、
有
段
者
の
部
は
岡お
か

本も
と

肇は
じ
め四
段
（
広

島
）
が
そ
れ
ぞ
れ
初
優
勝
を
飾
っ
た
。

弓
の
祭
典
、
脈
々
と
新
し
い
時
代
に
繋
ぐ

第
70
回
全
日
本
弓
道
大
会

範士の部・優秀者＝本多政和八段（愛知）



　

開
会
式
は
午
前
９
時
か
ら
行
わ
れ
た
。

　

大
会
副
会
長
の
窪
田
史
郎
全
日
本
弓
道

連
盟
副
会
長
に
よ
る
開
会
宣
言
、
国
旗
・

全
日
本
弓
道
連
盟
旗
儀
礼
の
後
、
大
会
会

長
の
中
野
秀
也
全
日
本
弓
道
連
盟
会
長

が
「
令
和
元
年
を
迎
え
、
記
念
す
べ
き
70

回
目
と
な
る
本
大
会
を
開
催
で
き
ま
す
こ

と
を
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
こ
の
大
会

は
技
能
の
向
上
と
弓
友
相
互
の
親
睦
を
図

る
た
め
に
実
施
さ
れ
続
け
て
き
た
大
会
で

す
。
そ
し
て
、
本
連
盟
の
発
展
に
寄
与
す

る
と
と
も
に
、
後
進
に
引
き
継
い
で
い
く

べ
き
責
任
あ
る
大
会
で
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
明
日
に
は
高
円
宮
妃
殿
下
の
ご
臨
席

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
出
場
さ
れ
る
皆

様
方
に
は
、
多
年
に
わ
た
り
練
磨
さ
れ
た

技
と
精
神
を
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
、
大
会

を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
い

た
し
ま
す
」
と
挨
拶
を
行
っ
た
。

　

そ
の
後
、
川
村
隆
史
京
都
府
文
化
ス
ポ

ー
ツ
部
理
事
に
よ
る
京
都
府
知
事
の
祝
辞

代
読
、
門
川
大
作
京
都
市
長
に
よ
る
祝

辞
、来
賓
紹
介
、競
技
上
の
注
意
と
進
み
、

開
会
式
は
終
了
し
た
。

　

続
い
て
、
優
秀
地
連
表
彰
が
行
わ
れ
、

国
体
や
全
国
中
学
生
大
会
な
ど
で
好
成
績

を
残
し
た
栃
木
県
が
最
優
秀
地
連
と
な
っ

た
。
優
秀
賞
に
は
静
岡
県
と
東
京
都
が
選

ば
れ
た
。

　

叙
勲
受
章
者
、
勇
退
さ
れ
た
地
連
会
長

が
表
彰
さ
れ
た
後
、
会
場
を
中
央
の
射
場

に
移
し
て
矢
渡
が
行
わ
れ
た
。
射
手
は
中

野
秀
也
範
士
八
段
、
介
添
を
杉
田
博
、
正

法
地
清
両
範
士
八
段
が
務
め
た
。

◇

　

大
会
は
２
日
に
範
士
の
部
、
錬
士
の

部
、
３
日
に
有
段
者
の
部
、
教
士
の
部
が

行
わ
れ
た
（
進
行
順
）。

　

ま
ず
、
各
部
と
も
一
手
１
回
の
演
武
を

行
う
。
範
士
の
部
は
演
武
で
優
秀
者
が
１

名
選
ば
れ
る
。
そ
の
他
の
部
で
は
演
武
で

の
皆
中
者
が
競
技
に
進
み
、
射
詰
競
射
に

よ
っ
て
争
わ
れ
た
。
な
お
、
演
武
と
射
詰

競
射
２
射
目
ま
で
は
36
㎝
霞
的
で
、
射
詰

３
射
目
以
降
は
24
㎝
星
的
で
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
的
中
を
逸
し
た
同
位
者
は
36
㎝
霞

的
で
の
遠
近
競
射
で
順
位
を
決
定
し
た
。

　
▽
範
士
の
部
（
40
名
）

　

２
日
は
範
士
の
部
か
ら
演
武
が
始
ま
っ

た
。
弓
界
最
高
峰
の
演
武
を
一
目
見
よ
う

と
、
会
場
に
は
多
く
の
観
客
が
詰
め
掛
け

た
。
そ
れ
に
応
え
る
よ
う
に
範
士
た
ち

は
、
水
を
打
っ
た
よ
う
な
静
寂
の
中
、
円

３日には高円宮妃殿下がご臨席された 中野秀也範士八段による矢渡

大会には多くの観客が集まった会場となった京都市勧業館「みやこめっせ」

 

■
５
月
２
日



ニュース　全日本弓道大会

熟
の
行
射
を
披
露
。
選
考
の
結
果
、
優
秀

者
に
は
本
多
政
和
（
愛
知
）
が
選
ば
れ

た
。
今
回
で
２
年
連
続
５
回
目
の
優
秀
者

と
な
っ
た
本
多
だ
が
、
昨
年
は
病
気
を
患

っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
病
を
乗
り
越
え
て
優

秀
者
と
な
っ
た
喜
び
は
一ひ
と

入し
お

だ
っ
た
。

◎
優
秀
者
＝
本ほ
ん
多だ

政ま
さ
和か
ず
範
士
八
段（
愛
知
）

「
平
成
の
最
後
と
令
和
の
最
初
に
優
秀
者

に
な
れ
て
感
激
だ
ね
。
病
気
を
患
っ
て
弓

力
は
弱
く
な
っ
た
け
ど
、
周
り
に
支
え
て

も
ら
い
な
が
ら
気
力
で
引
い
て
る
よ
。
病

気
に
な
っ
て
、
一
本
一
本
弓
を
引
く
こ
と

に
喜
び
、
重
み
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た

ね
。
病
気
に
負
け
ち
ゃ
い
か
ん
、
自
分
に

負
け
ち
ゃ
い
か
ん
ね
。

　

若
い
頃
は
矢
数
を
か
け
る
こ
と
が
大
切

だ
と
思
う
よ
。
ひ
た
す
ら
引
く
こ
と
で
見

え
て
く
る
も
の
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
。
そ
し
て
、
良
い
も
の
を
見
て
、
良
い

イ
メ
ー
ジ
を
作
る
こ
と
。
そ
の
イ
メ
ー
ジ

を
持
っ
て
、
絶
対
に
良
く
な
る
と
い
う
信

念
を
持
ち
続
け
る
こ
と
。
ち
ょ
っ
と
失
敗

し
た
く
ら
い
で
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
な
ら
ず
、

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
。

僕
だ
っ
て
こ
の
大
会
で
５
回
優
秀
者
に
な

れ
た
け
ど
、
失
敗
し
た
こ
と
だ
ら
け
だ
っ

た
ね
。
成
功
よ
り
も
失
敗
の
方
が
何
百
倍

も
多
い
も
の
だ
よ
。
失
敗
を
繰
り
返
さ
な

い
よ
う
に
修
正
し
て
い
く
。
そ
し
て
絶
対

的
に
良
く
な
る
と
い
う
強
い
気
持
ち
が
大

切
だ
よ
」

▽
錬
士
の
部
（
487
名
）

　

範
士
の
部
終
了
後
、
錬
士
の
部
の
演
武

が
行
わ
れ
た
。
５
つ
の
射
場
に
分
か
れ
、

各
射
場
で
演
武
が
披
露
さ
れ
た
。
そ
し

て
、
競
技
に
は
79
名
が
進
み
、
射
詰
３
射

目
（
星
的
１
射
目
）
を
的
中
さ
せ
た
の
は

増
井
淳
（
栃
木
）、
花
井
聡
（
愛
知
）、
増

田
恭
子
（
徳
島
）、
生
方
美
代
（
埼
玉
）、

片
山
正
美
（
静
岡
）
の
５
名
。
射
詰
４
射

目
で
最
初
に
矢
を
引
く
の
は
増
井
。
増
井

は
こ
れ
を
的
中
さ
せ
る
と
、
次
に
引
い
た

花
井
も
中あ

て
る
。
続
く
３
名
は
失
中
し
、

射
詰
５
射
目
に
は
増
井
と
花
井
が
挑
む
こ

と
と
な
っ
た
。
勝
負
の
５
射
目
、
増
井
が

放
っ
た
矢
は
的
か
ら
外
れ
る
。
花
井
は
ゆ

っ
く
り
と
会
に
入
り
、
矢
を
放
つ
と
小
気

味
良
い
音
が
場
内
に
響
き
、
見
事
に
的

中
。
花
井
が
嬉
し
い
初
優
勝
を
飾
っ
た
。

◎
優
勝
＝
花は
な

井い
さ

聡と
し

錬
士
五
段
（
愛
知
）

「
今
日
は
、
国
体
で
育
て
て
く
れ
た
先
生

方
に
恩
返
し
を
し
た
い
と
思
い
な
が
ら
弓

を
引
き
ま
し
た
。
も
と
も
と
は
あ
が
り
症

で
し
た
が
、
国
体
で
は
緊
張
し
な
い
と
い

う
精
神
面
を
鍛
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ

う
い
っ
た
精
神
面
を
鍛
え
る
大
切
さ
も
後

輩
に
伝
え
て
、
古
豪
・
愛
知
の
復
活
を
目

指
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

▽
有
段
者
の
部
（
777
名
）

　

有
段
者
の
部
の
参
加
資
格
は
称
号
を
持

た
な
い
四
段
以
上
。
競
技
に
は
129
名
が
進

出
し
た
。
射
詰
３
射
目
で
は
11
名
が
的
中

さ
せ
る
が
、
４
射
目
を
的
中
さ
せ
た
の
は

岡
本
肇
（
広
島
）、
湯
矢
奨
（
三
重
）、
吉

田
真
紀
子
（
大
阪
）
の
３
名
。
５
射
目
、

岡
本
は
堂
々
と
し
た
会
か
ら
矢
を
放
つ

と
、
こ
れ
を
的
中
さ
せ
る
。
残
る
２
名
は

失
中
し
、
岡
本
の
初
優
勝
が
決
ま
っ
た
。

◎
優
勝
＝
岡お
か

本も
と

肇は
じ
め四
段
（
広
島
）

「
優
勝
で
き
て
、
嬉
し
い
と
い
う
気
持
ち

と
び
っ
く
り
し
て
い
る
気
持
ち
が
入
り
混

じ
っ
て
い
ま
す
。
今
日
は
力
ま
な
い
よ
う

に
引
く
こ
と
を
心
が
け
ま
し
た
。
で
す

が
、
ま
だ
ま
だ
未
熟
な
部
分
も
あ
り
ま

錬士の部・優勝＝花井聡五段（愛知）

有段者の部・優勝＝岡本肇四段（広島）

 

■
５
月
３
日



【
大
会
結
果
】

◇
範
士（
優
秀
者
）＝
本
多
政
和（
愛
知
）

◇
教　

士
＝
①
原
田
友
康
（
愛
知
）

②
吉
田
佳
史
（
徳
島
）

③
上
岡
優
子
（
愛
知
）

④
向
江
富
士
夫
（
熊
本
）

⑤
北
川
正
明
（
三
重
）

◇
錬　

士
＝
①
花
井　

聡
（
愛
知
）

②
増
井　

淳
（
栃
木
）

③
増
田
恭
子
（
徳
島
）

④
片
山
正
美
（
静
岡
）

⑤
生
方
美
代
（
埼
玉
）

◇
有
段
者
＝
①
岡
本　

肇
（
広
島
）

②
吉
田
真
紀
子
（
大
阪
）

③
湯
矢　

奨
（
三
重
）

④
有
森
照
美
（
岡
山
）

⑤
竹
島
昌
典
（
大
阪
）

す
。
来
年
は
さ
ら
に
力
み
を
な
く
し
て
大

会
に
臨
み
た
い
と
思
い
ま
す
」

▽
教
士
の
部
（
512
名
）

　

競
技
に
は
69
名
が
残
っ
た
。
射
詰
３
本

目
に
は
19
名
が
進
む
が
、
的
中
さ
せ
た
の

は
５
名
の
み
。
４
射
目
で
は
さ
ら
に
３
名

が
脱
落
し
、５
射
目
は
原
田
友
康（
愛
知
）

と
吉
田
佳
史
（
徳
島
）
の
一
騎
打
ち
と
な

っ
た
。
４
部
門
最
後
の
優
勝
の
行
方
を
、

観
客
は
固か
た

唾ず

を
飲
ん
で
見
守
っ
た
。
先
に

引
く
の
は
原
田
。
落
ち
着
い
て
臨
め
た
と

い
う
原
田
の
矢
は
、
的
に
吸
い
込
ま
れ
て

い
く
。
こ
こ
で
会
場
は
大
き
な
拍
手
に
包

ま
れ
た
。
続
く
吉
田
は
悔
し
い
失
中
。
原

田
が
初
優
勝
に
輝
い
た
。

◎
優
勝
＝
原は
ら

田だ

友と
も

康や
す

教
士
七
段
（
愛
知
）

「
こ
の
大
会
に
は
何
度
か
出
場
し
て
い
ま

す
が
、
今
回
初
め
て
予
選
を
通
過
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
射
詰
競
射
で
は
カ
メ

ラ
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
音
が
聞
こ
え
た
り
、
床

の
感
触
を
確
か
め
ら
れ
た
り
、
落
ち
着
い

て
臨
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
一
本
で
も

長
く
引
き
た
い
と
い
う
感
じ
で
し
た
ね
。

弓
道
で
は
勝
ち
続
け
る
と
い
う
こ
と
が
難

し
い
で
す
が
、
来
年
も
頑
張
り
た
い
で

す
。
ま
た
、
全
日
本
選
手
権
で
も
結
果
を

残
せ
る
よ
う
に
稽
古
し
て
い
き
ま
す
」

教士の部・優勝＝原田友康七段（愛知）

教士の部入賞者＝左から５位・北川氏、３位・上岡氏、
優勝・原田氏、２位・吉田氏、４位・向江氏

錬士の部入賞者＝左から５位・生方氏、３位・増田氏、
優勝・花井氏、２位・増井氏、４位・片山氏

有段者の部入賞者＝左から５位・竹島氏、３位・湯矢氏、
優勝・岡本氏、２位・吉田氏、４位・有森氏

心技体 人を育てる総合誌



〈広告〉

好
評
発
売
中

A5判・並製・346頁・1600円＋税



〈広告〉

日本武道館発行の単行本

マンガ・
　武道のすすめ

田代しんたろう 著
漫画家・別府大学教授

（ B５判・並製・236頁 ）

<増補版>

中村 民雄 著
福島大学教授

（ 四六判・上製・370頁 ）

大先輩に聞く

田谷 将俊 著
月刊「武道」記者

（ 四六判・上製・376頁 ）

武道・
スポーツの真髄

辻　秀一 著
スポーツドクター

（ 四六判・上製・248頁 ）

武道における
　　　身体と心

前林 清和 著
神戸学院大学教授

（ 四六判・上製・370頁 ）

BUDO：
THE MARTIAL WAYS OF JAPAN

日本武道館 編
（翻訳・編集：アレキサンダー・ベネット）

（ B５判・上製・DVD付・336頁 ）

日本武道館 編

日本の武道

（ B５判・上製・箱入・526頁 ）

武の素描

大保木輝雄 著
埼玉大学教授

（ 四六判・上製・220頁 ）

私も武道経験者です

吉野 喜信 著
月刊「武道」記者

（ 四六判・上製・326頁 ）

武道
子どもの心をはぐくむ

菅野　純 著
早稲田大学教授・教育カウンセラー

（ 四六判・上製・410頁 ）

今、なぜ武道か
―文化と伝統を問うー

武士道に学ぶ

菅野 覚明 著
皇學館大学教授

（ 四六判・上製・344頁 ）

武道の礼法

小笠原清忠 著
弓馬術礼法小笠原教場三十一世宗家

（ 四六判・上製・278頁 ）



ニュース　全日本銃剣道優勝大会

北海道選抜Ａが
初年度優勝を飾る

女子の部・決勝＝中堅戦、北海道選抜Ａ・石岡（左）による上胴

第 63回全日本銃剣道優勝大会

新　設
女子の部



　

本
大
会
は
、
昭
和
32
年
に
第
1
回

銃
剣
道
選
手
権
大
会
と
し
て
開
催
さ

れ
、
昭
和
・
平
成
と
、
戦
後
の
銃
剣

道
の
振
興
普
及
の
一
端
を
担
い
、
そ

の
軌
跡
を
刻
ん
で
き
た
。

　

平
成
最
後
の
銃
剣
道
大
会
と
な
り

一
つ
の
節
目
を
迎
え
た
今
大
会
で

は
、
新
た
に
女
子
の
部
が
設
け
ら
れ

た
。
銃
剣
道
界
で
は
ま
す
ま
す
の
競

技
人
口
拡
大
が
期
待
さ
れ
、
今
後
も

本
大
会
が
果
た
す
意
義
は
深
い
。

　

試
合
は
、
全
４
部
門
い
ず
れ
も
団
体
戦

に
よ
る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
、
３
本
勝

負
、
時
間
３
分
と
し
、
時
間
内
に
決
し
な

い
場
合
は
判
定
に
よ
っ
て
勝
敗
を
決
し
、

勝
者
数
の
多
い
チ
ー
ム
を
勝
ち
と
し
た
。

　

開
会
式
で
は
番
匠
幸
一
郎
全
日
本
銃
剣

道
連
盟
会
長
が
挨
拶
を
行
い
、
臼
井
日
出

男
日
本
武
道
館
理
事
長
、
赤
池
誠
章
参
議

院
議
員
、
山
崎
幸
二
防
衛
省
統
合
幕
僚
監

部
統
合
幕
僚
長
が
来
賓
祝
辞
を
述
べ
、
野

原
崇
選
手
（
一
般
の
部
・
神
奈
川
・
本
間

道
場
）
が
選
手
宣
誓
を
行
っ
た
。

番匠幸一郎
全日本銃剣道連盟会長

臼井日出男
日本武道館理事長

赤池誠章
参議院議員

山崎幸二
防衛省統合幕僚監部統合幕僚長

選手宣誓を行う野原崇選手（一般の部・神奈川・本間道場）

　

第
63
回
全
日
本
銃
剣
道
優
勝
大
会
（
主

催
＝
全
日
本
銃
剣
道
連
盟
、
後
援
＝
防
衛

省
、ス
ポ
ー
ツ
庁
、日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
、

日
本
武
道
館
、
日
本
武
道
協
議
会
ほ
か
）

が
４
月
21
日
、
全
国
か
ら
４
部
門
（
一
般

の
部
、
女
子
の
部
、
防
衛
省
第
１
部
、
防

衛
省
第
２
部
）
計
280
チ
ー
ム
、
お
よ
そ
１

４
０
０
名
の
監
督
・
選
手
が
参
集
し
、
日

本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
た
（
本
年
よ
り
女

子
の
競
技
人
口
拡
大
の
た
め
、
女
子
の
部

が
新
た
に
創
設
さ
れ
た
）。

　

女
子
の
部
で
は
、
北
海
道
選
抜
Ａ
（
北

海
道
）
が
山
形
県
選
抜
（
山
形
）
を
３
―

０
で
降く
だ

し
、
誉
れ
あ
る
初
年
度
優
勝
の
栄

に
浴
し
た
。
な
お
、
北
海
道
選
抜
Ａ
に
は

日
本
武
道
館
賞
が
贈
ら
れ
た
。

　

一
般
の
部
で
は
、本
間
道
場（
神
奈
川
）

が
防
衛
大
学
校
Ａ
（
神
奈
川
）
を
３
―
０

で
破
っ
て
、
事
実
上
の
３
連
覇
を
果
た
し

た
。

　

防
衛
省
第
１
部
で
は
、
第
50
普
通
科
連

隊（
高
知
）が
第
17
普
通
科
連
隊（
山
口
）

に
３
―
２
で
競
り
勝
ち
、
四
国
勢
で
初
め

て
頂
点
に
上
り
詰
め
た
。

　

防
衛
省
第
２
部
で
は
、
日
本
原
駐
屯
地

（
岡
山
）
が
宿
敵
の
対
馬
駐
屯
地
（
長
崎
）

を
４
―
１
で
降
し
、
雪
辱
の
栄
冠
を
勝
ち

と
っ
た
。

第１回銃剣道選手権大会（昭和 32 年）



ニュース　全日本銃剣道優勝大会

■
女
子
の
部
（
47
チ
ー
ム
・
154
名
）

　

今
大
会
で
新
た
に
創
設
さ
れ
た
女
子
の

部
で
、
抜
き
ん
出
た
の
は
北
海
道
選
抜
Ａ

（
北
海
道
）。
北
海
道
選
抜
Ａ
は
寒
河
江
と

石
岡
の
両
名
が
高
校
生
な
が
ら
見
事
な
活

躍
を
見
せ
て
ポ
イ
ン
ト
を
上
げ
、
ベ
テ
ラ

ン
大
野
が
チ
ー
ム
を
う
ま
く
ま
と
め
て
準

決
勝
ま
で
順
調
に
勝
ち
進
ん
だ
。
準
決
勝

で
は
、
神
奈
川
県
選
抜
（
神
奈
川
）
を
２

―
１
で
破
り
、
決
勝
へ
と
進
ん
だ
。

　

決
勝
の
相
手
は
山
形
県
選
抜（
山
形
）。

準
決
勝
で
山
形
県
選
抜
は
第
９
特
科
連
隊

（
岩
手
）
を
２
―
１
で
降
し
て
い
る
。

▽
決
勝

北
海
道
選
抜
Ａ　

３
―
０　

山
形
県
選
抜

寒
河
江
瑞
希　

下
上
―　
　

山
﨑
安
希
子

石
岡
悠
来　
　

上
下
―　
　

山
口
百
香

大
野
裕
美　
　

カ
上
―　
　

佐
藤　

栞

　

先
鋒
戦
、
開
始
早
々
に
北
海
道
選
抜

Ａ
・
寒
河
江
が
鮮
や
か
に
下
胴
を
決
め

た
。
勢
い
に
乗
っ
た
寒
河
江
は
、
山
形
県

選
抜
・
山
﨑
の
攻
撃
を
躱か
わ

し
な
が
ら
迫

り
、
さ
ら
に
上
胴
を
重
ね
た
。
先
鋒
戦
は

寒
河
江
の
二
本
勝
と
な
っ
た
。

　

中
堅
戦
、
寒
河
江
に
続
き
た
い
北
海
道

選
抜
Ａ
・
石
岡
。
開
始
直
後
、
石
岡
は
山

形
県
選
抜
・
山
口
の
上
胴
へ
飛
ん
だ
。
こ

れ
が
見
事
に
決
ま
っ
て
一
本
。
主
導
権
を

握
っ
た
石
岡
は
、
そ
の
後
も
山
口
に
対
し

て
上
胴
、
下
胴
と
攻
め
立
て
、
下
胴
を
重

ね
て
勝
利
。
北
海
道
選
抜
Ａ
の
優
勝
が
決

ま
っ
た
。

　

大
将
戦
、
北
海
道
選
抜
Ａ
・
大
野
が
二

本
勝
を
収
め
て
、
優
勝
に
華
を
添
え
た
。

北
海
道
選
抜
Ａ
が
山
形
県
選
抜
を
３
―
０

の
ス
ト
レ
ー
ト
勝
ち
で
降
し
て
、
初
年
度

優
勝
の
栄
に
浴
し
た
。

　
◎
優
勝
＝
北
海
道
選
抜
Ａ
（
北
海
道
）

　
　
　
　

寒
河
江
正
博
監
督

「
優
勝
で
き
て
率
直
に
嬉
し
い
で
す
。
初

め
て
の
女
子
の
部
で
す
の
で
、
嬉
し
さ
も

一ひ
と

入し
お

で
す
。
去
年
の
都
道
府
県
対
抗
で
は

途
中
で
負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
１
年
間

努
力
し
た
成
果
が
出
た
の
か
な
と
思
い
ま

す
。
そ
こ
ま
で
の
重
圧
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
メ
ン
バ
ー
は
道
内
で
す
が
同
じ
と

こ
ろ
に
住
ん
で
い
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
週
３
回
は
１
カ
所
に
集
ま
っ
て
稽

古
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
チ
ー
ム
で
は
ベ

テ
ラ
ン
大
野
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

し
て
、
寒
河
江
・
石
岡
の
高
校
生
２
人
を

優
勝
さ
せ
た
い
と
い
う
気
持
ち
で
や
っ
て

女子の部・決勝＝先鋒戦、北海道選抜Ａ・寒河江（左）が下胴で先取する



き
ま
し
た
。
で
も
本
人
（
大
野
）
が
一
番

嬉
し
い
と
思
い
ま
す
よ
（
笑
）」

■
一
般
の
部
（
46
チ
ー
ム
・
151
名
）

　

準
決
勝
で
、昨
年
優
勝
の
本
間
道
場（
神

奈
川
）
は
群
馬
か
ら
っ
風
（
群
馬
）
を
３

―
０
で
破
っ
て
決
勝
へ
と
勝
ち
進
ん
だ
。

本
間
道
場
は
２
年
前
も
神
奈
川
県
選
抜
と

し
て
優
勝
を
果
た
し
て
お
り
、
事
実
上
の

３
連
覇
を
狙
う
。

　

対
し
て
、
防
衛
大
学
校
Ａ
（
神
奈
川
）

は
、２
回
戦
で
昨
年
準
優
勝
の
九
徳
塾（
滋

賀
）
に
２
―
１
で
競
り
勝
ち
、
決
勝
に
駒

を
進
め
た
。

▽
決
勝

本
間
道
場　
　

３
―
０　

防
衛
大
学
校
Ａ

野
原　

崇　

下
判
―
上　

黒
木
攻
樹

野
田
峻
佑　
　

下
―　
　

松
原
和
希

鈴
木
崇
之　
　

上
―　
　

永
石
剛
士

　

先
鋒
戦
は
、
防
衛
大
学
校
Ａ
・
黒
木
が

攻
め
て
き
た
本
間
道
場
・
野
原
に
上
胴
で

返
し
て
先
取
す
る
。
し
か
し
、
野
原
は
猛

攻
を
仕
掛
け
る
。
手
数
で
勝
る
野
原
が
つ

い
に
下
胴
を
決
め
て
、
試
合
は
振
り
出
し

に
戻
っ
た
。
そ
の
後
も
野
原
が
攻
め
続
け

る
が
試
合
は
終
了
。
判
定
に
よ
り
野
原
が

勝
利
し
た
。

　

中
堅
戦
、
本
間
道
場
・
野
田
と
防
衛
大

学
校
Ａ
・
松
原
が
激
し
い
攻
防
を
展
開
す

る
。
後
半
に
松
原
が
連
続
で
突
い
て
き
た

と
こ
ろ
を
野
田
が
下
が
り
な
が
ら
下
胴
を

決
め
て
先
取
。
そ
の
ま
ま
試
合
が
終
了

し
、
野
田
が
一
本
勝
。
本
間
道
場
の
優
勝

が
決
ま
っ
た
。

　

大
将
戦
で
は
、
本
間
道
場
・
鈴
木
が
上

胴
を
決
め
て
、
３
―
０
で
本
間
道
場
が
神

奈
川
勢
同
士
の
決
勝
戦
を
制
し
て
、
事
実

上
の
３
連
覇
を
達
成
し
た
。

◎
優
勝
＝
本
間
道
場
（
神
奈
川
）

　
　
　
　

安
西
直
毅
監
督

「
今
年
も
決
勝
の
舞
台
に
来
ら
れ
た
こ
と

に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
神
奈
川
同
士
の
決

勝
戦
で
も
あ
り
、
い
い
試
合
が
で
き
た
と

思
い
ま
す
。
３
年
前
は
神
奈
川
選
抜
と
し

て
出
場
し
、
優
勝
し
ま
し
た
が
、
こ
の
強

い
メ
ン
バ
ー
で
し
た
。
で
す
の
で
、
今
回

は
事
実
上
の
３
連
覇
を
達
成
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
年
は
み
ん
な
社
会
人
と

な
り
、
十
分
な
稽
古
時
間
が
取
れ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
そ
の
中
で
も
、
選
手
た

ち
は
集
中
し
て
い
い
試
合
を
し
て
く
れ
た

と
思
い
ま
す
」

一般の部・決勝＝中堅戦、本間道場・野田（左）が下胴で勝利を呼び込んだ



ニュース　全日本銃剣道優勝大会

■
防
衛
省
第
１
部
（
72
チ
ー
ム
・
430
名
）

　

準
決
勝
で
、第
50
普
通
科
連
隊（
高
知
）

は
、昨
年
覇
者
の
第
42
即
応
機
動
連
隊（
熊

本
）
に
４
―
１
で
勝
利
し
、
初
め
て
決
勝

に
進
出
し
た
。

　

決
勝
は
、
第
17
普
通
科
連
隊
（
山
口
）

と
対
戦
し
た
。

▽
決
勝

　

50
普
連　
　

３
―
２　
　

17
普
連

西
田
寛
樹　

下
下
―
上　
　

添
田
勝
久

外
山
欽
一　
　
　

―
判　
　

磯
部
基
央

加
藤
久
幸　
　

下
―　
　
　

青
木
良
平

菅
野
純
一　
　
　

―
判　
　

中
谷
和
彦

吉
田
勝
士　
　

判
―　
　
　

山
崎
隼
人

　

先
鋒
戦
、
開
始
直
後
の
突
き
の
攻
め
合

い
で
は
、
17
普
連
・
添
田
に
旗
２
本
が
上

が
り
、
添
田
が
上
胴
で
先
取
し
た
。
負
け

じ
と
50
普
連
・
西
田
も
突
き
の
攻
め
合
い

で
下
胴
を
奪
取
し
た
。
さ
ら
に
西
田
が
下

胴
を
決
め
て
、
二
本
勝
と
な
っ
た
。

　

次
鋒
戦
、
50
普
連
・
外
山
と
17
普
連
・

磯
部
の
対
戦
で
は
、
磯
部
が
判
定
に
よ
り

勝
利
し
た
。

　

中
堅
戦
、
50
普
連
・
加
藤
と
17
普
連
・

青
木
の
対
戦
は
、
加
藤
が
下
胴
で
一
本
勝

を
収
め
た
。

　

副
将
戦
、
50
普
連
・
菅
野
と
17
普
連
・

中
谷
と
の
対
戦
は
判
定
に
よ
り
中
谷
の
勝

利
。
２
―
２
で
勝
敗
は
大
将
戦
に
持
ち
越

さ
れ
た
。

　

大
将
戦
、
17
普
連
・
山
崎
は
序
盤
か
ら

激
し
く
攻
め
立
て
る
も
の
の
、
50
普
連
・

吉
田
か
ら
ポ
イ
ン
ト
は
奪
え
な
い
。
吉
田

は
返
し
技
を
狙
っ
て
山
崎
を
翻
弄
す
る
。

時
間
一
杯
と
な
り
、
結
果
は
判
定
に
委
ね

ら
れ
た
。
旗
３
本
が
吉
田
に
上
が
っ
て
、

50
普
連
が
競
り
勝
っ
た
。
３
―
２
で
第
50

普
通
科
連
隊
は
四
国
勢
で
初
め
て
頂
点
に

上
り
詰
め
た
。

　
◎
優
勝
＝
第
50
普
通
科
連
隊
（
高
知
）

　
　
　
　

根
本
努
監
督

「
四
国
に
優
勝
旗
を
持
っ
て
帰
る
の
が
、

う
ち
の
部
隊
が
初
と
な
り
ま
し
た
の
で
、

す
ご
く
嬉
し
い
で
す
。
去
年
は
ベ
ス
ト
16

で
負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
年
は
、
メ

ン
バ
ー
一
人
一
人
が
自
分
で
考
え
、
稽
古

を
積
み
重
ね
て
優
勝
と
い
う
目
標
に
向
か

い
ま
し
た
。
始
ま
る
前
か
ら
大
将
の
吉
田

選
手
に
は
『
大
将
戦
に
な
っ
た
ら
、
任
せ

る
』
と
い
う
気
持
ち
で
い
た
の
で
、
信
じ

て
い
ま
し
た
。
最
後
は
判
定
で
競
り
勝
っ

て
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
」

防衛省第１部・決勝＝大将戦、50 普連・吉田（左）が判定で競り勝った



■
防
衛
省
第
２
部
（
115
チ
ー
ム
・
667
名
）

　

決
勝
は
、
日
本
原
駐
屯
地
（
岡
山
）
と

対
馬
駐
屯
地
（
長
崎
）
の
対
戦
。
日
本
原

は
４
年
前
に
11
回
の
連
覇
が
途
絶
え
、
雪

辱
を
誓
っ
た
一
昨
年
、
昨
年
と
対
馬
に
続

け
て
敗
れ
て
い
る
（
３
年
前
は
熊
本
地
震

の
影
響
に
よ
り
中
止
）。
日
本
原
に
と
っ

て
因
縁
の
対
決
と
な
っ
た
。

▽
決
勝

　

日
本
原　
　

４
―
１　
　

対
馬

二
宮
祐
樹　

上
上
―　
　
　

岩
橋　

練

德
田
裕
人　
　
　

―
下　
　

尾
𥔎
秀
次
郎

大
庭
裕
二　
　

判
―　
　
　

森
田
年
彦

厨
子
真
守　

上
上
―　
　
　

山
下
圭
太

藤
原
考
貴　

上
上
―　
　
　

竹
中
宏
信

　

先
鋒
戦
、
日
本
原
・
二
宮
が
対
馬
・
岩

橋
か
ら
上
胴
を
２
本
決
め
て
勝
ち
を
収
め

た
。

　

次
鋒
戦
で
は
対
馬
・
尾
𥔎
が
下
胴
で
、

中
堅
戦
で
は
日
本
原
・
大
庭
が
判
定
に
よ

っ
て
勝
利
し
、
日
本
原
が
２
―
１
と
優
勝

に
大
手
を
か
け
た
。

　

副
将
戦
、
日
本
原
・
厨
子
が
対
馬
・
山

下
か
ら
上
胴
を
先
取
。
さ
ら
に
山
下
の
動

き
を
見
極
め
て
、
退ひ

き
な
が
ら
２
本
目
と

な
る
上
胴
を
決
め
た
。
こ
の
時
点
で
日
本

原
の
優
勝
が
決
ま
っ
た
。

　

大
将
戦
、
一
昨
年
全
日
本
選
手
権
覇
者

の
日
本
原
・
藤
原
が
、
対
馬
・
竹
中
か
ら

上
胴
２
本
を
決
め
て
圧
勝
。
４
―
１
で
日

本
原
駐
屯
地
が
対
馬
駐
屯
地
を
破
り
、
悲

願
の
王
座
奪
還
を
果
た
し
た
。

◎
優
勝
＝
日
本
原
駐
屯
地
（
岡
山
）

　
　
　
　

上
田
啓
二
監
督

「
４
年
前
に
11
連
覇
が
途
絶
え
て
か
ら
、

王
座
奪
還
だ
け
を
目
標
に
や
っ
て
き
ま
し

た
。
本
日
、
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
、
選

手
を
は
じ
め
、
支
え
て
く
れ
た
家
族
に
感

謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
引

き
続
き
、
連
覇
で
き
る
よ
う
に
日
々
精
進

し
た
い
と
思
い
ま
す
」

▽
女
子
の
部
＝
①
北
海
道
選
抜
Ａ
（
北
海

道
）
②
山
形
県
選
抜
（
山
形
）
③
第
９

特
科
連
隊（
岩
手
）、神
奈
川
県
選
抜（
神

奈
川
）

▽
一
般
の
部
＝
①
本
間
道
場
（
神
奈
川
）

②
防
衛
大
学
校
Ａ
（
神
奈
川
）
③
新
潟

県
選
抜
Ａ（
新
潟
）、群
馬
か
ら
っ
風（
群

馬
）

▽
防
衛
省
第
１
部
＝
①
第
50
普
通
科
連
隊

（
高
知
）
②
第
17
普
通
科
連
隊
（
山
口
）

③
第
40
普
通
科
連
隊
（
福
岡
）、
第
42

即
応
機
動
連
隊
（
熊
本
）

▽
防
衛
省
第
２
部
＝
①
日
本
原
駐
屯
地

（
岡
山
）
②
対
馬
駐
屯
地
（
長
崎
）
③

北
熊
本
駐
屯
地
（
熊
本
）、（
空
）
百
里

基
地
（
茨
城
）

※ 

来
年
度
の
第
64
回
全
日
本
銃
剣
道
優
勝
大
会

は
、
千
葉
県
四
街
道
市
の
四
街
道
総
合
公
園

体
育
館
で
開
催
予
定
で
す
。

防衛省第２部・決勝＝副将戦、日本原・厨子（右）が上胴で優勝を決めた

【
大
会
結
果
】

心技体 人を育てる総合誌
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０
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＋
税



月刊「武道」は、全国の書店で販売しています。

可
認
物
便
郵
種
三
第
日
四
十
二
月
一
十
年
二
十
四
和
昭

　

五
巻
通

五
五

号

　

人
行
発

　

男
出
日
井
臼

　

人
集
編

　

生
芳
藤
三

　

所
行
発

　

館
道
武
本
日
人
法
団
財

　〒
102
8321

　０
３

６
１
２
３
（

）

４
１
５

７

座
口
替
振
）
直
（

　

十
二
成
平

五
年
一

発
日
八
十
二
月

行

）
行
発
日
八
十
二
回
一
月
毎
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

所
売
発

　

　〒
101
8381

　

０
話
電

３

８
３
２
３
（

）

１
８
１
０

　

行
発

　
　

　

館
道
武
本
日

月

　刊
心 技体 人を育てる総合誌

平成２５年１月２８日発行（毎月１回２８日発行）通巻５５５号　昭和４２年１１月２４日第三種郵便物認可

●

談
対
別
特
春
新

 

「

育
教
の
塾
私
・
校
藩

」

田
沖
・
永
松
）
下
（

〇
二

三
一

号
月
2
年

月刊

MONTHLY MAGAZINE THE“BUDO” FEB. 2013

VOL. 555

シリーズ　中学校武道授業の充実に向けて・合気道
マンガ・武道のすすめ《相撲・双葉山定次②》

熊澤美裕紀
田代しんたろう

吉村作治
小林保雄
小泉吉永
長濱文子
加藤伊三男
山神眞一
伊東　潤

評

好

載

連

巻頭リレーエッセイ
私の指導法・合気道
江戸「人間教育」の知恵
なぎなたに夢を馳せて
尾張貫流
役に立つ少年剣道指導法
実録　戦国北条記

武道の源流を訪ねて 横瀬知行

色紙に書く座右の銘 安藤綾信

武道の可能性を探る 半藤一利

松永　光・沖田行司　　　
「藩校・私塾の教育」（下）

新春特別対談

三
五
価
定

〇
円

　

五
体
本

〇

円
五




